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［講演録］ 

図書館情報学を通して図書館に出会う 
 

岡野 裕行 

 
 

私の個人的な図書館経験は、高校卒業後に図書館情報学を学び始め、図書館について考える

ようになったところから始まっている。そして私はここ十年ほどの間に、ビブリオバトル、

Library of the Year、一箱古本市、ウィキペディアタウン、ブックピクニック、学生協働など、

図書館や本をめぐるいくつかの取組みに関わるようになっている。私の興味関心がそのように

いくつかの方向へと広がることになったのは、さまざまな人たちとの出会いがあり、交流を深

めるなかで本や図書館について「語る」ことにおもしろさを見出すようになったためである。 

 
 
1. はじめに 

みなさまこんにちは。このたびは誌上講演会

にお招きいただきありがとうございます。私は

現在、三重県伊勢市にある皇學館大学文学部国

文学科で教員をしている岡野裕行と申します。

大学では図書館司書課程科目のほかに、近現代

文学関係の講義をいくつか担当しています。 
まずは少し長めの自己紹介から始めたいと思

います。私は 1977 年 8 月に茨城県南部に位置

する新利根村で生まれ、高校を卒業する 1996 年

3 月までの 18 年間をそこで過ごしました。新利

根村は 1996 年 6 月に町制施行をした後、2005
年 3 月に 4 町村による大合併によって稲敷市と

いう自治体名へと変わりましたが、私が住んで

いたときはまだ村と呼ばれていた頃です。茨城

県南部は地理的には霞ヶ浦と利根川に挟まれた

低湿地帯であり、古くは香取海（かとりのうみ）

と呼ばれた内海が広がっていた地域になります。

地図で見ると広範囲に緑色に塗られている関東

平野の一部で、校舎の屋上などの高いところに

上れば遠くに筑波山を見ることもできますが、

周辺に山らしい山はまったくありません。稲作

の盛んな田舎の農村であり、見渡す限りどこま

でも一面の田んぼが続いていく風景が身近にあ

りました。私の実家のすぐそばまで古代の海域

が広がっていたらしいので、常陸国の南端に位

置していたことがわかります。現在その内海は

田んぼに姿を変えていますが、古くは数キロメ

ートル先に下総国を望むことができたのでしょ

う。古稀を過ぎた私の両親は、代々受け継がれて

きた田んぼで現在も米づくりをしています。 
私が幼少時代を過ごしていた頃には、身近な

ところに本屋や図書館はありませんでした。い

わゆる図書館未設置自治体の一つです。そのた

め、子供の頃の私は公共図書館の利用経験を得

ることができませんでした 1）。自分の気に入っ

2021 年度誌上講演会について 
講演会は学会の中心的な事業の一つですが、昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、開催を中止いたしました。今年度も同様に中止となったため、やむなく学会誌上で「誌上講

演会」を行うこととなりました。快く寄稿してくださった岡野先生に深く御礼申し上げます。 
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た本を自⏤に㑅ࡪことができたのは、親がごく

たまに㞄町のᑠさな本屋に㌴で㐃れて行ってく

れたときくらいでした。それでも上にはጜと඗

がいますので、家には⤮本がఱ෉かは置かれて

いましたが、ᡤ᭷していた෉数としてはそれほ

どከかったわけではありません。本Ჴらしい本

Ჴもありませんでしたので、それほど⇕心に本

をㄞむような家ᗞではなかったと思います。 
地ඖの中学校を 1993 年 3 月に卒業した後、

㞄の㱟ࢣᓮ市にある❳ヶᓮ➨一高➼学校に㐍学

しました。自Ꮿから自㌿㌴で 40 分くらいかけて

通う生άが始まり、学校のᖐり㐨に㱟ࢣᓮ市内

の本屋に❧ち寄ることもできるようになりまし

た。それでも㱟ࢣᓮ市の公共図書館は自Ꮿから

高校まで㏵中にはなく、高校のᡤ在地からさら

にその先にあったので、部άືを⤊えた学校ᖐ

りにわざわざゼれることも㞴しい⎔ቃにありま

した。グ᠈はあいまいですが、高校 2 年生の頃

にᖐり㐨をわざわざ遠ᅇりして㱟ࢣᓮ市❧中ኸ

図書館を1ᅇだけゼれたようにグ᠈しています。

≉に᫂☜な目的をᣢたない思いつきの行ືだっ

たので、そのときは利用⪅࢝ーࢻをつくるわけ

でもなく（そもそも市内に通学している人も利

用⪅࢝ーࢻをつくれることも▱らなかったので

す）、館内をࡩらついて本の⫼⾲⣬を═め、その

うちのఱ෉かをᡭに取っては⡆༢に目を通し、

それほど長ᒃもせずにᖐってしまいました。高

校を卒業するまでに公共図書館に㊊を㋃み入れ

たのは、わずかにこの 1 ᅇだけでした。 
この頃は公共図書館が自分の生άとはまった

く関係のないものに見えていました。大学入学

௨๓の私にとって、公共図書館とはࣞࢸビのな

かのᫎീなどでたまに見かけるものでしかなく、

よく⪥にするヰのような「本がたくさん置いて

あって㟼かに本をㄞむሙᡤ」というぼんやりと

したイメーࢪでしかㄆ㆑できなかったのです。

自Ꮿの近くに図書館がなく、㞄᥋自治体の公共

図書館も遠すぎて᪥常的に利用できないような

≧ἣ下では、今になって᣺り㏉ってみても、利用

⩦័を自分の身体にぬえ㎸ませることはできな

かったと思います。身近にないものを気㍍に経

験することはできず、はっきりとしたᙧでその

Ꮡ在をㄆ㆑することもᅔ㞴だったわけです。 
さて、公共図書館を✚ᴟ的に利用するという

経験をほぼᣢたないままにᡂ長してしまった私

ですが、とても୙思㆟なご⦕がいろいろと続き

まして、今では図書館に関わるような௙事をし

ています。図書館情報学という学ၥはとてもお

もしろくて、図書館のṔྐやᶵ⬟について学࡭

ば学ࡪほど、そのᏑ在のすばらしさや重せᛶに

ఱ度も㦫かされてきました。≉にここ数年、私は

Library of the Year やビブリオバトルなどのά

ືに深く関୚してきました。Library of the Year
は 2006 年に、ビブリオバトルは 2007 年に始ま

った取組みですから、図書館業⏺のヰ㢟として

はẚ㍑的新しいものになります。私が༤ኈ後ᮇ

課程をಟ஢したのは 2006 年 6 月なので、少な

くとも私の在学中には出てこなかったṔྐのὸ

い用語なわけです。そしてこれらの取組みに私

が関わるようになったことにはそれࡒれにูの

経⦋があるのですが、そこに⮳るまでには、私自

身に公共図書館を利用する⩦័がなかったこと

が少なからずᙳ㡪していると思っています。 
今ᅇの誌上講演会では、ᡂ長過程で公共図書

館の利用⩦័が身につかなかった人≀が、ࡩと

したきっかけで図書館情報学を学び始め、᭤が

りなりにも図書館について◊✲する❧ሙになっ

たとき、どういった୺㢟に関心をᣢつようにな

り、それが自分のなかでどのように変㑄してき

たのかというほⅬからヰをしてみたいと思いま

す。このような個人的な思い出ヰをすることが、

ㄞみᡭのⓙさまにとってཧ考になるところがあ

るのかは私にはわかりません。とはいえ、図書館

との出会い方は人によって大きく␗なります。

私自身は図書館情報学という学ၥにᑟかれるこ

とで、ようやく図書館のあるୡ⏺にたどり╔い

たという感ぬをᣢっています。図書館情報学と

いう学ၥのୡ⏺に入ることから図書館との出会

いが始まったという事౛の一つとして、私の個

人的なヰにお௜き合いいただけたらと思います。 
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�. ᅗ᭩㤋᝟ሗᏛࡢ࡜ฟ఍࡜࠸Ꮫࡧ 

�.1 㧗ᰯ༞ᴗ࡛ࡲ 

私は数Ꮠや図ᙧできっちりと⟅えがᑟかれる

ことの⨾しさとおもしろさを感ࡌるような⟬数

がዲきなᑠ学生でした。中学生になって௨㝆も

それは変わらず、学校のᤵ業では数学の教科書

をㄞむことが一␒ዲきな時間でした。どちらか

といえば国語はⱞᡭな科目でしたが、高校生に

なる頃には国語の先生のおかげでそれがዲきな

科目へと変わってきました。そして高校 3 年生

になり、大学を㑅ࡪ㝿に「文⣔でもなく理⣔でも

ない」というከ分野にまたがるようなຮᙉをし

たいと考えるようになりました。なࡐそういう

考えに⮳ったのかといえば、1 年生から 2 年生、

2 年生から 3 年生への㐍⣭時のコース㑅ᢥにお

いて、ᑗ᮶の㐍㊰についてあまりὀព深く考え

ていなかったことの⤖ᯝでもあります。 
私が通っていた高校は、2 年生への㐍⣭時に理

⣔㸭文⣔の 2 コースに、そして 3 年生への㐍⣭

時に国公❧理⣔㸭国公❧文⣔㸭私❧文⣔の 3 コ

ースにクࣛスが分かれる௙組みでした。それࡒ

れのコースで数学㸭国語のẚ重が␗なるととも

に、♫会㸭理科の科目㑅ᢥが␗なっていました。

数学が一␒ዲきな科目だったこともあって、高

校入学当ึは大学でも数学を学びたいと思って

いたのですが、2 年生への㐍⣭時に興味のある♫

会㸭理科の科目の組合せが理⣔コースにはなか

った（᪥本ྐを取りたかったのですが理⣔コー

スでは地理しか取れなかった）ことと、ほぼ同ࡌ

タイ࣑ンࢢで国語に興味をᣢつようになったこ

ともあって、2 年生で文⣔コース、3 年生で国公

❧文⣔コースというクࣛス㑅ᢥをすることにな

りました。ᑗ᮶的にどの大学のどういう学部学

科に行きたいのかはまったく見えていなかった

ため、受験をᕼ望するᚿ望大学に合わせて科目

を㑅んだわけではなく、その時々の興味関心だ

けで♫会㸭理科の科目㑅ᢥやコースをᡂり行き

で㑅んでいたということです。高校 1࣭2 年生の

頃からᚿ望校がᅛまっていればこういった㑅ᢥ

にはならなかったと思いますが、私は受験にᚲ

せとなる科目と自分が学びたい科目とが、いま

いち自分のなかでつながらなかったままだった

のです。ᚿ望校がまったくᅛまっていなかった

ので、ᐃᮇ的に実施されていた業⪅ࢸストにつ

いても、1࣭2 年生のうちはẖᅇ␗なるᚿ望校を

㐺当に㑅んで書くような≧ἣでした。 
ところが 2 年生に㐍⣭してしばらくしてから

気がついたのですが、2 年生で理⣔コースを㑅ᢥ

した人は 3 年生に㐍⣭する㝿に理⣔㸭文⣔のど

ちらのコースでも㑅࡭た（理⣔から文⣔に⛣る

のはྍ⬟だった）のですが、2 年生で文⣔コース

を㑅んだ人は 3 年生に㐍⣭する㝿に国公❧文⣔

㸭私❧文⣔のどちらかのコースしか㑅ᢥできな

い௙組みになっていました。当ึは「2 年生で文

⣔コースを㑅んでも 3 年生で理⣔コースを㑅び

┤せばいいだろう」と㐺当に考えていたのです

が、「地理よりも᪥本ྐをຮᙉしたいから」とい

うᏳ᫆な理⏤で 2 年生への㐍⣭時のコース㑅ᢥ

をしたために、高校の理⣔コースの㐨からእれ

ていくことになりました。 
1 年生から 2 年生へと㐍⣭するタイ࣑ンࢢの

コース㑅ᢥにおいて、༢なる受験科目の㑅ᢥと

いう᮲௳だけでᡂり行きでỴめてしまったよう

にも思えるのですが、これは後々᣺り㏉ってみ

ると重せな㌿ᶵになっていて、⤖ᯝ的に「理⣔や

文⣔というᯟにとらわれずにຮᙉしたい」とい

う考え方に⮳ることになります。㐍⣭当ึはコ

ース㑅ᢥをㄗったようにも思えたのですが、後

に図書館情報学という学ၥを㑅ᢥするという行

ືに大きくᙳ㡪をཬぼすことになったわけです。

そのときどきのุ᩿が後々にどういうព味をも

たらすようになるのかは、自分自身でもすぐに

理ゎすることは㞴しく、先のᒎ開はまったくㄞ

めないものだなとあの頃を᣺り㏉っています。 
そして本᱁的に大学㑅びを考えるようになっ

た高校 3 年生の 5 月頃、཭人たちと㞧ㄯしてい

るときに、教ᐊの㝮に置かれていた大学᱌内誌

をఱ気なくᡭにしました。それをめくってみる

と、国❧大学の୪びには地ඖの茨城大学や筑波

大学の情報がそれࡒれ数ペーࢪにわたってᥖ㍕
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されていました。つᶍの大きな大学は学部学科

の数もከいわけですから、たくさんの情報㔞を

盛り㎸むᚲせがあったのでしょう。そしてその

ままペーࢪをめくり続けてみると、筑波大学の

情報がᥖ㍕された部分の᭱⤊ペーࢪの下༙分に、

図書館情報大学というそれまでに⪺いたことが

ない名๓の大学を見つけました。その情報㔞は

わずかに༙ペーࢪだけでした。一学部一学科の

༢科大学であるがゆえに、ほかの大学とẚ࡭て

も情報㔞がᴟ端に少なかったのですが、そのこ

とがかえって༳㇟的なものに見えました。わず

か༙ペーࢪだけという情報㔞では、ල体的にど

んな大学なのかはわからないままだったと思い

ますが、そのときに「୙思㆟な名๓の大学がある

んだな」「図書館情報学というのは⪺いたことが

ないな」とᙉく༳㇟にṧったのです。図書館とは

まったくといっていいほど⦕がなく、それほど

関心もなかったわけですが、図書館情報学とい

う学ၥにはᙉくចかれるものがありました。 
そして図書館情報大学の受験科目を見てみる

と、ࢭンターヨ験がⱥ国数の 3 科目という⌋し

い組合せになっていることに気がつきました。

こういう組合せはほかの大学では目にすること

がありませんでした。私が図書館情報大学に興

味をᣢつようになったきっかけの一つが、この

ときの≉ᚩ的な受験科目の組合せだったのです。

ྛ大学の受験科目の一ぴ⾲を═めてみると、ⱥ

国数♫理㸭ⱥ国♫㸭ⱥ数理などの組合せばかり

が目❧ちます。しかし、ⱥ国数という組合せは図

書館情報大学くらいしか☜ㄆできなくて、その

こだわりの部分に私はᙉくចかれたのです。 
たまたまそのሙに一⥴にいた཭㐩が、「図書館

のことについて学ࡪ大学がつくばにあるらしい

よ」と教えてくれましたが、その཭㐩も▱ってい

るのはᡤ在地だけでヲ⣽はᢕᥱしていないよう

でした。当時のクࣛス担௵の先生に「図書館情報

大学ってどういう大学ですか㸽」と⪺きに行き

ましたが、先生からも「よく分からない」「とり

あえず大学᱌内を取り寄せなさい」としかゝわ

れませんでした。同ࡌ高校からの入学⪅も数年

に一度くらいのようでしたし、先㍮たちがṧす

ような入ヨ情報の⵳✚も少なかったわけです。 
同ࡌ茨城県内だし、つくば市ならば実家から

もそこまで遠すぎないということで、さっそく

図書館情報大学の大学᱌内を取り寄せました。

大学᱌内に目を通してみると、図書館情報学に

ますます興味がわきました。図書館について学

ぼうとすると、たとえば古い時代の㈨ᩱをᢅっ

たりするので古඾文学の▱㆑はᚲせになるし、

図書館のṔྐも学ࡪことになります。その一方、

図書館ではコンピࣗータも✚ᴟ的にά用するこ

とになるので、数学の▱㆑もᚲせになるらしい

ということが大学᱌内で☜ㄆすることができま

した。図書館情報学ならば、そのときの私の興味

関心のᖜを⊃めることなく、理⣔㸭文⣔をၥわ

ずにᖜ広く学ࡪことができそうだと感ࡌたので

す。後々になって学㝿というゝⴥを▱ることに

なりますが、理⣔㸭文⣔というᯟ組みにとらわ

れない学びは、図書館情報学ならば‶たしてく

れるというಙ㢗感がᙉくⱆ生えてきたのです。 
私はさっそく図書館情報大学のオーࣉンキࣕ

ンࣃスに申し㎸みました。当᪥は大学の࣡ーク

スࢸーࣙࢩンで Mosaic をゐらせてもらったこ

とをぬえています。ࢯࣃコンが自Ꮿにあるよう

な家ᗞではなかったので、そのときにはほんと

うに「ゐっただけ」という感ぬしかṧらず、理ゎ

もまったく㏣いつきませんでしたが、実㝿に大

学をゼれてみて㞺囲気も気に入って、ここに㐍

学しようとᚿ望校が᫂☜になりました。私たち

が高校 3 年生のときは 1995 年で、ちょうど

Windows 95 のニࣗースが大々的に報ࡌられて

いた時ᮇでもありました。オーࣉンキࣕンࣃス

でᑐᛂしてくださった先生方のヰを思い出しな

がら、「大学ではこういうことをຮᙉするのか

な㸽」とニࣗースを═めたりしました。 
私が通っていた高校には、図書館情報大学へ

の᥎⸀入ヨᯟが⏨ዪそれࡒれ 1 名ずつありまし

た。ほかに᥎⸀をᕼ望する⏨子生ᚐがいなかっ

たため、すんなりと᥎⸀入ヨも受けることがで

きました。᥎⸀入ヨではṧᛕながらⴠちてしま
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いましたが、その後の๓ᮇヨ験で↓事に合᱁す

ることができました。⁥り止めとして私❧大学

も 3 校（いずれも文学部᪥本文学科）を受験し

ましたが、᭱⤊的に図書館情報大学に合᱁でき

てしてほっとしました。 
そして卒業ᘧを㏄える᪥に、高校からࠗⓑᖭ

（平ᡂ୐年度∧）࠘ という一෉の文㞟がᡭ渡され

ました。この文㞟には、おୡヰになった᭷川ಖ先

生が「もっと遠くを㸟」という文❶を寄せてくだ

さいました。᭷川先生は同ࡌ学年のほかのクࣛ

スの担௵だったのですが、私の在⡠していたク

ࣛスでも国語のᤵ業をご担当されていました。

図書館情報大学に㐍学して理⣔や文⣔をၥわな

いຮᙉをしようと考えていた私にとって、᭷川

先生のゝⴥからは✺き่さるようなᙉさと㨩ຊ

を感ࡌました。学部生から大学㝔にかけて、そし

て図書館のことを考え続ける௙事をするように

なった現在に⮳るまで、ఱか㏞いがあるたびに

ㄞみ㏉している文❶です。私を学ၥのୡ⏺にᙉ

く⤖びつけてくださっているᣦᶆとなるゝⴥで

あり、ㄞむたびにとても身がᘬき⥾まります。 
今ᅇの誌上講演会のために、ᨵめて᭷川先生

の文❶をㄞみ㏉してみました。そしてこの文❶

をࡦࡐⓙさまにもㄞんでいただきたいと思いま

した。中㏵༙端にᘬ用するᙧではかえって᭷川

先生の文❶のすばらしさがఏわりづらいと思い

ましたので、この講演のなかでゐれることは⮴

しません。᭷川先生にもご㐃⤡をᕪし上げまし

て、この誌上講演会への඲文㌿㍕のチྍをいた

だきました。本稿のᮎᑿにᥖ㍕しております。私

が高校を卒業するタイ࣑ンࢢでゐれてからずっ

と大事にしている᭷川先生の文❶を、ࡦࡐこの

ᶵ会におㄞみいただけるとᎰしいです。高校卒

業௨㝆の私が、理⣔や文⣔というᯟ組みにとら

われないような学びを㏣いồめるようになった

ཎⅬとなるゝⴥです。高校卒業を㏄えるにあた

り、このような心にṧるゝⴥをいただくことが

できてほんとうにⰋかったと思います。 
同ࡌ茨城県内ではありますが、自Ꮿからつく

ば市まで通うにはⱝᖸ㊥㞳があるため、実家を

㞳れてまずは学生ᑅに入ることになりました。

こうして私は公共図書館の利用経験をほぼᣢた

ないままに、図書館情報学の㛛を྇くことにな

ったのです。私の図書館経験は図書館という施

設そのものではなく、学ၥとしての図書館情報

学から始まることになったわけです。 
 

�.� ኱ᏛධᏛ 

大学生になってつくば市で一人ᬽらしをする

ようになると、つくば市❧中ኸ図書館が身近な

Ꮡ在になりました。それでも幼い頃に公共図書

館の利用⩦័がまったく身についていなかった

ためか、大学入学後に利用⪅࢝ーࢻをつくって

みたはいいものの、在学中にそれを✚ᴟ的にά

用することはありませんでした。公共図書館が

身近にある生άにはなりましたが、それを⩦័

的に利用するまでには⮳らなかったです。学生

時代は大学近くにある཭᭸ᇽ書ᗑという本屋に

よく出かけており、本は೉りずに㈙ってㄞむと

いう⩦័が身についてきました。その頃はㄞ書

グ録として㖄➹で書き㎸みをしながら本をㄞむ

ようにしていたため、㉎入してᡭඖに置いてお

くᚲせがあったことも公共図書館をつかわなか

った理⏤です。その後も本を㈙ってㄞむという

スタイルのまま今᪥に⮳っており、本を公共図

書館で೉りてㄞむという⩦័は今になっても身

につかないままとなりました。 
また、大学に入学してしまえば、ㄪ࡭≀はほぼ

大学図書館で事㊊りるようになりますので、公

共図書館を利用する⩦័が身につかなくてもさ

したるၥ㢟はありませんでした。これは㜀ぴや

㈚出ࢧービスだけではなく、ㄞみ⪺かせやブッ

クトークなどのඣ❺ࢧービスも経験として༳㇟

づけられていないということでもあります。ヲ

⣽は後㏙しますが、このような公共図書館経験

の୙㊊は、私自身の興味関心を「語る」ことへと

ᙉく方向づけるせᅉにもなっていると思います。 
実㝿に入学して学び始めてみると、図書館情

報学という学ၥは思っていたよりも㝶分と取り

上げるࢸー࣐のᖜが広く、大学で学ࡪうちに興
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味関心もḟ々と変わっていきました。また、大学

で出会った周りの཭人たちのヰを⪺いてみると、

当↛ながら「図書館司書になるため」という理⏤

で大学を㑅んだ人がከいことにも気がつきまし

た。それはまた、当たり๓のように生άのなかに

公共図書館が身近にあった人たちがከいという

ことに気がついたともゝえます。そういった཭

人たちとヰをしていると、私は᫂らかに⫱って

きた⎔ቃが㐪いすぎるということを③感しまし

た。公共図書館の利用経験が᫂らかに㊊りてい

ないことを思い▱らされたわけです。 
大学で学んでいるうちに、ᑵ⫋先として図書

館司書という௙事もど野に入れたりはしたので

すが、それでも 2 年生の๓༙くらいの時Ⅼで「図

書館司書にはならない」とあっさりỴめてしま

いました。自らに公共図書館を利用する⩦័が

ないことに自ぬ的になったこともあり、自分が

図書館司書として働く姿が᝿ീしづらかったと

いうこともあったと思います。↓理してそうい

う方向を目ᣦすよりは、高校生の頃に≉ᚩ的な

入ヨ科目にចかれて図書館情報大学を㑅んだと

きのように、できるだけ理⣔㸭文⣔をၥわない

姿勢で興味関心をᣢち続けながら、ᖜ広い分野

の学びをしようという気ᣢちがますますᙉくな

ってきました。図書館情報大学に通いながらも、

図書館という施設そのものにはこだわらないと

いう姿勢がより᫂☜になってきたわけです。 
図書館情報大学は一学部一学科の༢科大学で

したが、それでも実にさまざまな分野の先生が

いらっしࡷいました。3 年生の⛅頃になるとఱ人

かの先生と面ㄯをしてから࣑ࢮ㑅ᢥを行います。

いろいろとᝎんだ⤖ᯝ、文学をࢸー࣐に卒業ㄽ

文を書きたいと思うようになり、㯮古一ኵ先生

をᣦᑟ教員に㑅びました。高校 3 年生のときに

も⁥り止めの私❧大学を文学部で受験していま

したが、大学 3 年生の頃になると図書館情報学

を学びながら文学への関心をᣢち続けるような

≧ἣになっていたわけです。卒業ㄽ文のࢸー࣐

として、その頃に関心をᣢってㄞんでいたኴᐓ

治を㑅びました。図書館情報学を学ၥ的ᇶ┙と

しながらも、そこから᪥本近代文学をᚿ向する

ような◊✲ࢸー࣐の㑅び方は、このあたりから

見え始めることになります。 
 

�.� ᅗ᭩㤋࡛ࡢ෌఍࡜෌ฟⓎ 

学部の卒業後はそのまま大学㝔に㐍学しよう

と考えていましたが、現ᙺの大学 4 年生のとき

に受験した大学㝔入学ヨ験にはⴠちてしまいま

した。当時のことを᣺り㏉ってみると、はっきり

とした◊✲ィ⏬を❧てることができておらず、

面᥋でも◊✲ࢸー࣐について十分なㄝ᫂もでき

ていなかったと思いますので、୙合᱁になって

も当↛の⤖ᯝだったと思います。 
㐍㊰もỴまっていないまま大学 4 年生のኟの

⤊り頃になりましたので、卒業後の身の᣺り方

を考え┤すᚲせがありました。私たちはᑵ⫋ị

Ἑᮇのୡ代であり、≉に 2000 年卒業のồ人ಸ⋡

は 0.99 ಸと 1 ಸを๭り㎸むようなࡦどい≧ἣで

したし、時ᮇ的にも出㐜れたᑵ⫋άືになって

しまったので内ᐃをもらうのはそれなりにཝし

かったです。それでも⛅の⤊わり頃に東ி㒔内

のᑠさなコンピࣗータ会♫に内ᐃをもらい、

2000年 4月からࢩス࢚࣒ࢸンࢪニアとして働く

ことがỴまりました。卒業後にࢩス࢚࣒ࢸンࢪ

ニアになった大学の同ᮇもከくいましたので、

インターࢿットが勢いをቑしながらୡのなかに

広まっていったあの時代の✵気を思い出します。 
新卒で入った会♫には私をྵめて 5 人の同ᮇ

がいました。ところが東ிで一人ᬽらしを始め

て会♫員として働くようになったものの、入♫

して᪩々に⤊㟁の᪥々が続くようになったこと

で過ປ気味になり、身体的にも㈇担が生ࡌる≧

ែになってしまいました。また、᪩々と同ᮇのう

ちの 2 人が 9 月と 10 月にそれࡒれ会♫を㎡め

てしまったこともあり、このままそのሙᡤで௙

事を続ける気ຊもなくなってしまったため、私

も自分の身の᣺り方をもう一度考え┤しました。

ᣦᑟ教員だった㯮古先生にもኟが⤊わる頃に┦

ㄯし、両親にも஢ゎを得た上で、2001 年 2 月の

大学㝔入ヨを෌度受験することをỴ心しました。
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先に㎡めた 2 人の同ᮇに続くᙧで私も 2000 年

11 月には会♫を㎡め、その後はࡦとまず実家に

ᡠることになります。わずか 8 か月間の東ிで

の会♫員生άでしたが、௙事内ᐜとしてデࢪタ

ルアー࢝イブ（文書㢮のデࢪタル໬とデータ࣋

ースのࢩス࣒ࢸᵓ⠏）を担っていましたので、こ

のときに▷ᮇ間でも実ົにゐれたことによる学

びはそれなりにあったと思います。 
11 月いっࡥいを東ிで過ごして 12 月には実

家にᡠり、自ᐊで大学㝔入ヨのຮᙉをしていま

した。実家にᡠってからはほとんどእを出Ṍく

ことはなかったのですが、このときにࡩと思い

❧って㱟ࢣᓮ市❧中ኸ図書館に行ってみること

にしました。๓の年に一度ⴠちている大学㝔入

ヨを෌度受けるわけなので、ᨵめて図書館のこ

とを考えなければならないと思い、少しだけで

も「公共図書館でຮᙉをする」という経験をして

おきたかったのです。高校生までとは㐪って自

分で㌴の㐠㌿もできるようになっていましたの

で、年が᫂けた 2001 年 1 月には、気分㌿᥮もව

ᓮ市❧中ኸ図書館を෌ゼすることࢣながら㱟ࡡ

にしました。実家からは㊥㞳がありますので、そ

れほど㢖⦾に通っていたわけではなく、2 か月間

のうちで㐌 2 ᅇ程度しか利用していませんでし

た。ᅇ数としては数ᅇ程度しかゼれていません

が、高校生の頃にఱ気なくࡩらりと❧ち寄った

公共図書館に、今度は利用⪅としてのព㆑をᣢ

ちながら෌びゼれることになったのです。 
そして㱟ࢣᓮ市❧中ኸ図書館でຮᙉをしてい

たある᪥、ຮᙉの合間にࡩと周りの利用⪅たち

の㢦を見ᅇしました。とても㦫いたことに、数メ

ートル㞳れたูのᮘには๓㏙した᭷川先生がᗙ

っていらっしࡷいました。高校卒業から 5 年と

いう時間が経ってから、思いがけず図書館で෌

会したのです。᭷川先生もすぐに私のᏑ在に気

がついてくださったので、そのままほかの利用

⪅の㑧㨱にならないሙᡤで❧ちヰをしました。

᭷川先生は高校教員からᘚㆤኈへと㌿身するた

め、司ἲヨ験のຮᙉをしている᭱中とのことで

した 2)。私の方も会♫員を㎡めて大学㝔を受験し

┤すことを᭷川先生におఏえしました。᭷川先

生が寄稿された文❶に感㖭を受けてから5年後、

ᨵめて大学㝔での学びを続けてみようとỴពし

たタイ࣑ンࢢでഅ↛に෌会できたことは、つく

づく୙思㆟なご⦕だと感ࡌています。その後も

ゼれる時間がたまたま⿕るタイ࣑ンࢢで 3 ᅇく

らいは図書館でお会いしたと思いますが、᭷川

先生と同ࡌ✵間でຮᙉをしていたこの時間は、

෌度学ၥのୡ⏺にᡠろうとする私にとって気ᣢ

ち的にとてもບみになるものでした。 
私はその後に 2001 年 2 月の大学㝔入ヨを受

け、今度は↓事に合᱁することができました。大

学㝔への入学‽ഛのため、私は 2001 年 3 月に

は෌度つくば市にᘬっ㉺しをすることになりま

す。私が㱟ࢣᓮ市❧中ኸ図書館をゼれていたの

は、2001 年ึ㢌のわずかに 2 か月間程度のでき

ごとだったのですが、図書館という✵間が෌会

と෌出Ⓨのሙとして見えてきた㈗重な時間だっ

たと思います。学部時代の同ᮇから 1 年㐜れと

なってしまう⣛వ᭤ᢡはありましたが、大人に

なってからの少しだけの公共図書館の利用経験

とともに、図書館情報大学の大学㝔へと出ᡠり

のᙧで㐍学することになります。 
 

�.� ኱Ꮫ㝔㐍Ꮫ 

ಟኈㄽ文では作家࣭三浦⥤子の個人書誌作ᡂ

とホఏ◊✲を行いました。卒業ㄽ文で取り上げ

たኴᐓ治の作ရに見られるキリスト教思᝿に関

心をᣢったというところからのつながりです。

これは図書館情報学と近代文学◊✲とをつなぐ

どⅬに᫂☜に興味をᣢち始めたことによるもの

で、このときには学部の講義でも学んでいた書

誌というキー࣡ーࢻを取り上げることになりま

した。学部の卒業ㄽ文はኴᐓ治の作ရ◊✲とい

うように、いかにも文学◊✲らしい内ᐜになっ

ていたのですが、ಟኈㄽ文ではもう少し図書館

との᥋Ⅼを᥈ったほうがいいだろうということ

になり、そのキー࣡ーࢻとして上がってきたの

が書誌というษりཱྀだったわけです。書誌は文

学◊✲のためのᇶ♏㈨ᩱでありながら、それと
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同時に図書館におけるࣞࣞ࢓ࣇンスࢶールとし

ても用いられるものであり、᣺り㏉ってみても

ಟኈㄽ文のࢸー࣐にࡩさわしかったと思います。 
ಟኈㄽ文の◊✲を㐍めるにあたっては、᪫川

市にある三浦⥤子グᛕ文学館のおୡヰになり、

同館のᡤⶶ㈨ᩱをもとにした文⊩ㄪᰝを 2 ᅇに

分けて行うことができました。三浦⥤子グᛕ文

学館の開館は 1998 年 6 月で、私が大学㝔の༤

ኈ๓ᮇ課程に㐍学したのが 2001 年 4 月ですの

で、㈨ᩱㄪᰝを行うタイ࣑ンࢢとしてはちょう

どⰋかったと思います。ಟኈㄽ文のᡂᯝは、その

㈨ᩱ⦅を෌ᵓᡂしたࠗ 三浦⥤子書誌（࠘ຮㄔ出∧）

を 2003 年 4 月に、本⦅をຍ➹したࠗ三浦⥤子㸸

人と文学 （࠘ຮㄔ出∧）を 2005 年 11 月に、それ

ࢸれ出∧することができました。私は≉ᐃのࡒ

ー࣐についての文⊩を⥙⨶的にㄪᰝして一ぴに

するという地㐨な作業におもしろさを感ࡌてい

るのですが、それは生᮶のᛶ分による部分もあ

ると思いますが、◊✲ᡭἲとしてはこのಟኈㄽ

文のᇳ➹の㝿に身につけたものです。 
そしてそのままの勢いで、2003 年 4 月に༤ኈ

後ᮇ課程に㐍学しました。ᡤᒓ先は変わりませ

んが、大学が合併したため、༤ኈ後ᮇ課程から名

目上は筑波大学に変わりました。ಟኈㄽ文では

書誌を◊✲ࢸー࣐に㑅びましたが、༤ኈㄽ文で

は文学館を◊✲上の重せなキー࣡ーࢻとしてᥖ

げることになりました。༤ኈㄽ文のࢸー࣐をỴ

めるにあたっては、三浦⥤子グᛕ文学館での㈨

ᩱㄪᰝの経験が大きくᙳ㡪しています。文学館

はᚑ᮶、༤≀館学の◊✲ᑐ㇟と見なされてきま

したが、「文学◊✲をするにあたってのᑓ㛛図書

館のようなᶵ⬟も᭷しているのではないか㸽」

という␲ၥをᢪいたことがきっかけとなります。

༤ኈ後ᮇ課程では、「図書館と文学」をつなぐキ

ー࣡ーࢻには、書誌のほかに文学館があるとい

う気づきを得たことが大きかったと思います。

これによって自分のやりたいことや方向ᛶがよ

り᫂☜になりました。それでもそのࢸー࣐がは

っきりと見えてきたのは༤ኈ後ᮇ課程に㐍学し

てから 1 年くらい後のことなので、私自身もᐜ

᫆には฿㐩できなかったほⅬでもあります。 
その当時に入ᡭできた文学館一ぴをཧ考にす

ると、文学館と呼ばれる施設は඲国に大ᑠ合わ

せて数ⓒを数えられるとありました。また、1995
年 6 月に඲国文学館協㆟会という業⏺ᅋ体がⓎ

㊊していたことも▱りました。そこでそのຍ┕

文学館をᑐ㇟として、その出∧άືを⥙⨶的に

═めてみたくなりました。༤ኈㄽ文ではዟ௜に

ఱらかのᙧで文学館の名๓がᥖ㍕されている文

⊩を⥙⨶的にㄪᰝし、それらを書誌としてまと

めてみました。そうすると図録࣭目録࣭⣖せ࣭᚟

้࣭ 館報など、文学館からは実にከ様な出∧≀が

出されていることが☜ㄆできました。これら文

学館の出∧≀は、図書館でのࣞࣞ࢓ࣇンスࢧー

ビスや文学◊✲にもά用されてきたものです。 
༤ኈㄽ文は 2006 年 6 月にᥦ出したのですが、

このᡂᯝはさらに時間が経った 2013 年 4 月に、

内ᐜを大ᖜに⿵㊊するᙧでࠗ文学館出∧≀内ᐜ

総ぴ㸸図録࣭目録࣭⣖せ࣭᚟้࣭館報࠘として᪥

እア࢚ࢩࢯーࢶから出∧することができました。

ẕ校の筑波大学㝃ᒓ図書館が私の༤ኈㄽ文をオ

ーࣉンアクࢭスにしており、᪥እア࢚ࢩࢯーࢶ

の⡆ᚿᕹさんという⦅㞟⪅の方がそれを見て㐃

⤡を取ってくださったことが出∧のきっかけと

なっています 3）。オーࣉンアクࢭスのᙳ㡪ຊを

ᙉく感ࡌた個人的な経験として、このときのや

り取りはとても༳㇟深いものとしてグ᠈にṧっ

ています。この本の出∧によって、2014 年 6 月

にアート࣭ࢻキࣗメンࢸーࣙࢩン学会から学会

㈹をいただくこともできました 4）。 
私自身のできごとを௨上のように᣺り㏉って

みると、学部生の頃から図書館情報学を学びな

がらも、大学㝔で書誌や文学館といったキー࣡

ーࢻにたどり╔くことになった理⏤は、そもそ

も私自身に公共図書館の利用経験がなかったた

め、私のཎ風景には図書館というᏑ在がほぼ้

まれておらず、⤖ᯝ的に図書館そのものにᑐす

る関心やこだわりがそれほどᙉくならなかった

ことが大きかったのだと思います。図書館未設

置自治体で⫱ちながら図書館情報学を学ࡪとい
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うような㑅ᢥをしたことで、大学の学びで得た

ことを実㝿の図書館施設࣭設ഛや図書館ࢧービ

スではない㡿域へと拡ᙇしていくどⅬがᙉ໬さ

れていくことになりました。 
 

 㡭ࡢ࢔ࢽ࣋ࣟࢫ �.�

2006 年 6 月に༤ኈㄽ文をᥦ出した後、私は同

年 10 月からスロ࣋ニアに⛣住することになり

ました。リࣗブリࣕナ大学の᪥本◊✲講ᗙでࢧ

バࢸィ࢝ルを取得する先生が出てきたため、そ

の代わりに 1 年間だけスロ࣋ニアで教ቭに❧て

る人を᥈していたらしいのです。私が༤ኈㄽ文

をᥦ出する間㝿に、たまたま私のᣦᑟ教員の㯮

古先生がリࣗブリࣕナ大学で 1 か月間の▷ᮇ㞟

中講義をົめていた関係もあって、私にその࣏

ンをᘬき受けられないだろうかとヰがᅇࣙࢩࢪ

ってきました。༤ኈ後ᮇ課程のಟ஢後の௙事は

≉にỴまっていませんでしたし、ಟ஢によって

ẕ校からも㞳れざるをえない≧ἣになりました

ので、先行きの୙Ᏻもありましたが、せっかくの

ᶵ会だということでスロ࣋ニアに行くことをỴ

めました。その時Ⅼでࠗ三浦⥤子書誌࠘ࠗ 三浦⥤

子㸸人と文学࠘という 2 ෉の本を出していたと

はいえ、私は学会などにはཧຍしていなかった

ために学እの▱り合いはほぼいない≧ἣでした

し、1 年後にスロ࣋ニアからᖐってきても௙事の

あてはありません。その先のᑗ᮶的なᒎ開もど

うなるのかがまったく᝿ീできませんでしたが、

とりあえずはᮇᚅされている௙事をしっかりこ

なしてこようと考えながら᪥本を出国しました。 
スロ࣋ニアに住んでいたのは 2006 年 10 月か

ら 2007 年 12 月までのわずか 1 年 3 か月間だけ

でしたが、このᮇ間はスロ࣋ニア国中のさまざ

まな図書館࣭༤≀館をめぐることをព㆑してい

ました。スロ࣋ニアに住むようになってすぐの

頃に、リࣗブリࣕナ大学近くの書ᗑでࠗGUIDE 
TO SLOVENE MUSEUMS࠘という本を見つけ

ました。スロ࣋ニア国内の༤≀館࣭ࣛࣕࢠリー

252 施設の情報がᥖ㍕されたこの本をẖ᪥のよ

うに═めてはೃ⿵ᶵ関を㑅び、ఇ᪥を利用して

あちこちのまちに出かけていきました。スロ࣋

ニアの国ᅵ面✚は᪥本のᅄ国とほぼ同ࡌくらい

で、ほぼ中心部に位置する㤳㒔リࣗブリࣕナ市

からは、高㏿㐨㊰をつかえば 2 時間程度でどの

まちにも行くことができます。図書館࣭༤≀館࣭

、リーめぐりのおもしろさを▱ったのはࣛࣕࢠ

この時ᮇに㞟中的にスロ࣋ニア国内をめぐりṌ

いた経験が大きかったと思います。 
たとえば 1991 年にࣘーࢦスࣛビアから⊂❧

するに㝿して、その作ရがスロ࣋ニア国ḷに㑅

ばれたࣞࣇン࢙ࢩࣞࣉ࣭࢙ࢶーࣞン（1800㹼
1849 年）というリ人がいるのですが、クࣛーニ

というまちにはその住ᒃがಖᏑされています。

スロ࣋ニアに⁫在していた頃は༤ኈㄽ文をᥦ出

した┤後だったので、文学㈨ᩱのアー࢝イブの

ほⅬから考えても、こういった施設がṧされて

いることを興味深く═めていました。 
スロ࣋ニアという国のおだやかさは自分のᛶ

᱁にも合っていて、ẖ᪥のᬽらしがとてもᴦし

かったですࡡ。もとから௵ᮇがỴまっていた௙

事とはいえ、たった 1 年 3 か月（௵ᮇのᘏ長を

ᡴデされたことで当ึのணᐃよりも 3 か月だけ

⁫在がᘏびました）だけで᪥本にᖐることにな

ったのはとてもṧᛕな思いがしました。2007 年

12 月いっࡥいです࡭ての௙事を⤊えましたので、

年᫂けの 2008 年 1 月の上᪪に 1 㐌間ほどウィ

ーンをほගしてから᪥本にᡠってきました。 

ᅗ㸸ࠗ *8,'( 72 6/29(1( 086(806࠘ 
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�. $5*  ࢺࢫ࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

ア࢝デ࣑ック࣭ リࢯース࣭ ࢞イࢻの岡本┿さん

が௻⏬されていた ARG ストとい࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

うイ࣋ントがあります。これはཧຍ⪅のうちか

ら 10 名が 5 分間のࣛイトニンࢢトークをᢨ㟢

する➨一部と、❧㣗ᙧᘧの交流会によって␗㉁

な人々が出会うሙをつくり、出会った人びとの

同ኈのコࣛ࣎ࣞーࣙࢩンをಁそうとする➨஧部

からᵓᡂされています 5）。2008 年 7 月から 2012
年 2 月までの間に、඲国ྛ地で 15 ᅇの開催実⦼

があります。私は 2008 年 7 月に⛅ⴥཎで開催

された➨ 1 ᅇ目の ARG ストにཧ࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

ຍし、このときに岡本さんとも面㆑をᣢちまし

た。私が௙事のᖜを広げていく上で㌿ᶵとなっ

た重せなイ࣋ントです。 
私は௨下の 6 ᅇの ARG ストに࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

ཧຍし、そのうち 3 ᅇについては➨一部のࣛイ

トニンࢢトークにもⓏቭしています。 
 
ձ➨ 1 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト㸾⛅ⴥ࢙ࣇ

ཎ（2008 年 7 月 12 ᪥） 
Ѝこの᪥に岡本さん、బ⸨⩧さんと▱り合

いました。 
ղ➨ 6 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト㸾ᶓ὾࢙ࣇ

（2009 年 11 月 12 ᪥） 
Ѝࣛイトニンࢢトーク「文学㈨ᩱはどこに

ある㸽」を行いました。 
Ѝこの᪥に⚟ᯘ㟹༤さんと▱り合いました。 

ճ➨ 7 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト㸾筑波࢙ࣇ

（2010 年 1 月 17 ᪥） 
Ѝ⫈⾗の一人としてཧຍしました。 

մ➨ 10 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト㸾ᶓ࢙ࣇ

὾（2010 年 11 月 23 ᪥） 
Ѝࣛイトニンࢢトーク「図書館のできごと࣭

図書館員の気ᣢち」を行いました。 
յ➨13ᅇARG࢙࢝ࣇ&࢙ࣇスト㸾伊勢（2011

年 7 月 23 ᪥） 
Ѝࣛイトニンࢢトーク「文学と図書館を一

⥴に学んでみよう」を行いました。 
Ѝ2011 年 4 月に皇學館大学に╔௵したこと

もあり、ࡦࡐ伊勢でやりましょうと岡本

さんに開催をごᥦ᱌いただきました。 
ն➨ 15 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト@ி㒔࢙ࣇ

（2012 年 2 月 26 ᪥） 
Ѝこの᪥の༗後に私は関す文⬦の会で「᪥

本近代文学館が設❧された頃のヰ㸸今か

ら༙ୡ⣖くらい๓に文学㈨ᩱの未᮶を考

えていた人々がその頃にいったいఱをし

ていたのか」というⓎ⾲を行っていたの

で、➨一部の時間帯にはཧຍすることが

できず、➨஧部からのཧຍとなりました 6）。 
 
ARG て୺催⪅の岡ࡌストを通࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

本さんと▱り合いになったことは重せなのです

が、それにຍえて➨ 6 ᅇの開催時に⚟ᯘ㟹༤さ

んと▱り合いになったことも㌿ᶵの一つであり、

これが後々に Library of the Year の௙事へとつ

ながっていきます。ヲ⣽は後で㏙࡭ますが、まっ

たくண᝿もしていなかったヰへとᒎ開していく

流れを᣺り㏉ってみると、「␗㉁な人々が出会う

ሙ」「出会った人びとの同ኈのコࣛ࣎ࣞーࣙࢩン」

という ARG ストのᥖげる理ᛕの࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

すばらしさを③感します。 
私が➨ 1 ᅇ ARG ストにཧຍを࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

申し㎸んだ時Ⅼでは、一⥴にཧຍしようとㄏえ

るような▱り合いが≉にいませんでしたので、

自分一人きりでึᑐ面の人ばかりの会ሙに向か

うことになります。スロ࣋ニアからᖐ国後の

2008 年 4 月から 2011 年 3 月までの 3 年間は、

私はいわゆるᑓ業㠀常໅講ᖌとしてᬽらしてお

り、ᑓ௵の࣏ストを᥈しながら司書課程のᤵ業

をいくつかの大学で担当していました。㐌 2 ᅇ

ほど㠀常໅講ᖌの௙事でእ出する௨እは、ずっ

と自Ꮿにこもって一人で作業している᪥々が続

いていました。༤ኈ後ᮇ課程のಟ஢後はẕ校で

ある筑波大学との┤᥋的な᥋Ⅼもⷧれてしまっ

ていましたし、スロ࣋ニアからᖐ国した後も◊

✲上の▱り合いがいない≧ἣは変わりませんで

した。そういう≧ἣだったこともあり、➨ 1 ᅇ

ARG ストにཧຍして▱り合いが࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝
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ቑえてなかったら、私はもしかしたら◊✲⪅生

άをㅉめていたྍ⬟ᛶも高かったと思います。

これは大げさなゝい方ではなく、私にとって

ARG ストはそうゝいษれるくら࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

いの大きなインࣃクトがあったのです。 
≉に◊✲上の௰間や▱り合いもいなかったそ

の頃、私がなࡐ➨ 1 ᅇ ARG スト࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

というイ࣋ントのᏑ在に気がつき、それにཧຍ

することになったのかというと、大学の後㍮で

あるబ⸨⩧さんの書いていたブロࠗࢢかたつむ

りは㟁子図書館のክをみるか࠘を㉎ㄞしていた

ためです。このときにはబ⸨さんもࣛイトニン

トークをすることになっており、2008ࢢ 年 6 月

29 ᪥のブロࢢグ事にそのあたりの事情が書かれ

ています 7）。బ⸨さんのブロࢢから岡本さんの

ブロࢢグ事「➨ 1 ᅇ ARG への招ᚅ」へと࢙ࣇ࢝

㣕び、そこから興味をᣢってཧຍを申し㎸んで

みたという流れになります。そういう情報の流

れを考えると、బ⸨さんのブロࢢが私と岡本さ

んをつなげてくれたとゝえます。బ⸨さんには

このሙを೉りて感ㅰのゝⴥをఏえたいです。そ

してᨵめて᣺り㏉っても、この時ᮇのࠗ かたつむ

りは㟁子図書館のክをみるか࠘は᭦新㢖度が高

く、グ事の内ᐜにもᘬき㎸まれるຊを感ࡌます。 
なお、私が岡本さんの名๓をึめてㄆ㆑した

のは、それより少し๓の 2008 年 5 月 4 ᪥のబ

⸨さんのブロࢢグ事「岡本さん᮶筑㸤農ᯘỈ⏘

◊✲ィ⟬ࢭンター、農ᯘỈ⏘◊✲情報ࢭンター

ゼၥ」になります 8）。このグ事をㄞんで「岡本さ

んってどういう人なんだろうか㸽」と思ったの

がきっかけです。そしてさらにヰを過ཤに㐳っ

てみると、そもそも私がబ⸨さんのブロࢢのᏑ

在を▱ったのは、2007 年 5 月 25 ᪥の「え、こ

れ本当に山本㡰一教ᤵ㸽」というグ事になりま

す 9）。このときの私はまだスロ࣋ニアでᬽらし

ていた頃で、今となってはල体的にఱについて

ㄪ࡭ていたのかは思い出せないのですが、山本

㡰一先生の書かれた文❶をㄪ࡭るᚲせがあって

ウ࢙ブで᳨⣴してみたら、ఱかのタイ࣑ンࢢで

బ⸨さんのこのブロࢢグ事がᘬっかかってきた

のです。おもしろいグ事を書く後㍮がいるんだ

なと思いまして、これ௨㝆にబ⸨さんのブロࢢ

にὀ目するようになり、スロ࣋ニアに⁫在して

いるうちからそのឡㄞ⪅になっていました。బ

⸨さんのブロࢢに➨ 1 ᅇ ARG ス࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

トのグ事が公開されたのは、スロ࣋ニア⁫在中

の気づきからさらに 1 年後のことになります。 
 

�. /LEUDU\ RI WKH <HDU 

�.1 /LEUDU\ RI WKH <HDU  ᥋Ⅼࡢ࡜

2006 年に始まった Library of the Year は、

「Ⰻい図書館をⰋいとゝう」を理ᛕにᥖげた⾲ᙲ

制度です。その⾲ᙲࣉロࢭスの㆟ㄽを通して、図

書館の「Ⰻい」ところをゝ語໬しようとする取組

みです。NPO ἲ人▱的㈨※イニࢩアࢸィブが୺

催するイ࣋ントで、現時Ⅼでは 2021 年の➨ 16
ᅇ目までẖ年開催が続いています。 

そもそも私と Library of the Year との᥋Ⅼを

つくってくれたのは、国❧国会図書館の⚟ᯘさ

んになります。⚟ᯘさんはその当時に Library of 
the Year 㑅考ጤ員会の๪ጤ員長をົめていて、

2011 年に「㑅考ጤ員になりませんか」とኌをか

けてもらいました。๓㏙したとおり、⚟ᯘさんと

は 2009 年 11 月 12 ᪥の➨ 6 ᅇ ARG 㸤࢙ࣇ࢝

ARG スト㸾ᶓ὾で▱り合いました。たまた࢙ࣇ

ま同ࡌタイ࣑ンࢢでࣛイトニンࢢトークにⓏቭ

していたのです。⚟ᯘさんはຮᙉ会㸾中ኸ⥺

NEO というイ࣋ントを長く୺催されていて、後

᪥に私のこともそのヰ㢟ᥦ供⪅としてㄏってく

れました。⚟ᯘさんとの出会いから༙年後の

2010 年 6 月 15 ᪥に、「高෇ᑎࣛࣀや」というお

ᗑに 10 人ほどの⪺きᡭが㞟まってくれまして、

私は「文学館とはఱか㸸名๓のある㈨ᩱの཰㞟࣭

ಖᏑ࣭ 公開業ົとその周辺」というヰをみなさん

に⪺いてもらいました。2009 年 1 月に私は文学

館◊✲会という┳ᯈを自分一人だけでᥖげてい

たのですが、⚟ᯘさんはこのάືにὀ目してく

れていたみたいです 10）。文学館◊✲会を❧ち上

げたときの経⦋は、過ཤにア࢝デ࣑ック࣭ リࢯー

ス࣭࢞イࢻのメール࣐࢞ࢪンに寄稿しています
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ので、そのグ事をごぴください 11）。 
ຮᙉ会㸾中ኸ⥺ NEO は、学会Ⓨ⾲などのよう

に自Ⓨ的にⓎ⾲するようなᶵ会ではなく、ㄡか

から「あなたのヰを⪺きたい」「文学館について

語ってほしい」と౫㢗されてヰをした᭱ึのᶵ

会になります。ຮᙉ会㸾中ኸ⥺ NEO の≉ᚩにつ

いては、➨ 6 ᅇ ARG 㸤ARG࢙ࣇ࢝ スト㸾࢙ࣇ

ᶓ὾のなかでも⚟ᯘさん自身がࣛイトニンࢢト

ークで語っているのですが、ᑠつᶍな㞟まりだ

からこそのおもしろさがある✵間になっていて、

ヰ㢟ᥦ供⪅としてヰしをしていてとてもᴦしか

ったですࡡ。文学館の◊✲というࢸー࣐がいま

いち理ゎされづらかった≧ἣのなかで、ㄡかか

ら「౫㢗された」「ồめられた」という経験は自

分の◊✲を㐍めていく上でも自ಙにもなりまし

たし、自分のやっていることはきっと間㐪いで

はないんだろうなという感ゐを得ることもでき

ました。⚟ᯘさんにはとても感ㅰしています。

2011 年に三重県に⛣り住むようになってから、

同ࡌようなᙧᘧでຮᙉ会㸾近㕲⥺という㞟まり

を୺催するようになったのですが、これについ

ても⚟ᯘさんからのᙳ㡪をᙉく受けています。 
こういったやり取りをしてきた௜き合いがあ

るので、⚟ᯘさんからの Library of the Year の

㑅考ጤ員ᑵ௵の౫㢗を᩿る理⏤はまったくなく

て、むしろ෌びᙺᅇりとして私というᏑ在が「ồ

められた」と感ࡌたできごとでもあります。⚟ᯘ

さんがいなかったら、私はおそらく Library of 
the Year というイ࣋ントに関わることはなかっ

たと思います。そしてその⫼景には、出会いのき

っかけとなった ARG ストのᙳ㡪࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

がཬんでいることをᨵめて☜ㄆしておきたいと

思います。岡本さんが ARG ストの࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

設ィの目的に、「出会った人びとの同ኈのコࣛ࣎

ࣞーࣙࢩンをಁそうとする」ことをᥖげていま

したが、私と⚟ᯘさんとのつながりはまさにそ

の事౛の一つだと思います。 
とはいえ、Library of the Year の㑅考ጤ員に

ᑵ௵するにあたっては、いくらかの㏞いがあり

ました。ෑ㢌でも㏙࡭たように、私には公共図書

館の利用経験がⴭしくḞけています。「私でいい

のか㸽」という思いは当↛ありました。それでも、

Library of the Year の理ᛕにある「Ⰻい図書館

をⰋいとゝう」というゝ語໬の作業ならば、自分

にもできるのではないかと思いました 12）。ồめ

られているのは≉ᐃの図書館の利用経験ではな

く、図書館の「Ⰻい」というところを᫂☜なゝⴥ

で♧すことです。そしてまた、᭤がりなりにも学

部生の頃から༤ኈ後ᮇ課程に⮳るまで、10 年近

く図書館情報大学で学んできたという自分の౯

್ほをಙ㢗しようと思いました 13）。 
生まれ⫱った村に公共図書館がない⎔ቃだっ

たこともあって、私は自分自身のᡂ長過程では

その利用経験を身につけることはできませんで

した。しかし、これから先に未᮶のために図書館

を語ることならばできるのではないか。過ぎཤ

ってしまった自分の過ཤ、公共図書館の利用経

験が得られなかった過ཤを変えることはできま

せんが、これから先の図書館の未᮶を語ること

で、過ཤの自分が置かれていた≧ἣを┦ᑐ໬し

てᤊえながら、新しい≀の見方で過ཤを᣺り㏉

ることはできるのではないか。幼かった頃の自

分がḧしかった図書館、ᚲせとしていた図書館

のୡ⏺は、これから先の未᮶の図書館を語るこ

とで見えてくるかもしれない。そのときにそう

いうことを思ったのです。幼い頃からのᡂ長過

程において公共図書館の利用経験がないという

ことは、私のなかに公共図書館のཎ風景もᏑ在

していないということです。ゝ ⴥを変えれば、こ

れは先入ほなしに図書館というものを見る目に

なっているということでもあります。⚟ᯘさん

には「私でよろしければおᘬき受けします」と⡆

༢に受ㅙのお㏉事をしましたが、その㝜で私は

さまざまな思いをめぐらしていたのです。 
そして図書館情報大学で学んできた自分の౯

್ほをಙ㢗するということは、それは学部生の

頃からさまざまな講義や演⩦でおୡヰになって

きた先生方へのᜠ㏉しでもあるとも思うように

なりました。教え子の❧ሙにいる自分が Library 
of the Year の㑅考ጤ員へのᡴデをᘬき受けるこ
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とは、私を⫱ててくださったከくの先生方にᑐ

する自分なりの感ㅰの気ᣢちを⾲現するᶵ会で

もあると思ったのです。高校生だったあの頃に

図書館情報大学を㑅んでよかったと思える。図

書館情報学に出会えてよかったとᨵめて過ཤを

᣺り㏉ることができる。2011年のLibrary of the 
Year 㑅考ጤ員をおᘬき受けしたときに、私はそ

ういう思いをࡦっそりと㎸めて⚟ᯘさんにお㏉

事をしたのです。後々に⚟ᯘさんからは個人的

に「Library of the Year の㑅考ጤ員に筑波⣔の

人がほしかった（៞ᛂ⣔の人がከかったので）」

という⿬ヰも教えてもらいましたが、そういっ

たさまざまな᮲௳が重なったことと、そしてお

そらくは⚟ᯘさんの同ୡ代というព味でも、そ

のときに三十代๓༙だった私の❧ち位置はタイ

࣑ンࢢ的にちょうどⰋかったのだと思います。 
長きにわたって Library of the Year のᗙ長を

ົめてこられた大୵ኟ身先生や私をそのୡ⏺に

ᘬき㎸んだ⚟ᯘさんを始めとして、ึᮇからの

୺せなメンバーは 10 周年となる Library of the 
Year 2015 を᭱後に㏥௵されています。そして

2016 年の෌開から㑅考ጤ員長となった山ᓮ༤

ᶞさんも、2020 年をもってそのおᙺ目から㏥௵

されました。そして山ᓮさんからおᙺ目をᘬき

継ぎ、2021 年には私が Library of the Year の㑅

考ጤ員長になりました。同ࡌ⯪に஌り続けてい

ただけともゝえますが、自分自身でもなࡐこう

いうᒎ開になったのかが୙思㆟でなりません。 
それでも㑅考ጤ員長にᑵ௵することになった

この≧ἣについて、私なりに᣺り㏉ってみれば、

Library of the Year のᥖげる「Ⰻい図書館をⰋ

いとゝう」というコンࣉࢭトに共感したからと

いうことに行き╔きます。その年ごとの図書館

や図書館的άືの「Ⰻい」ところをゝ語໬する▱

的作業に㨩ຊを感ࡌ、図書館を「語る」ことにᑐ

して⣲┤にᙉい共感をぬえたからです。Library 
of the Year におけるゝ語໬は、➨一には受㈹ᶵ

関のために行います。受㈹ᶵ関の「Ⰻい」ところ

をእ野の❧ሙからゝ語໬していきます。そして

➨஧には、みんなのためにゝ語໬を行います。受

㈹ᶵ関の当事⪅だけではなく、図書館に関わっ

ているみんなが学࡭ࡪき✺出したάືを▱るた

めに「Ⰻい」というゝⴥをཱྀにしていきます。そ

して➨三に、私自身のためでもあります。図書館

について「語る」こと、図書館の「Ⰻい」ところ

をグ録に␃めること。そのように「語る」ことを

ಁしていく過程は、私自身が図書館との᥋Ⅼを

ᣢち続けていくためのᶵ会にもなっています。

図書館情報学を通して、私は図書館を「語る」こ

とのおもしろさに気づくようになったのです。 
 

�.� /LEUDU\ RI WKH <HDU ࡛ఱ࠿ࡓࡁ࡚ࡋࢆ 

私はこれまでに Library of the Year について、

௨下の஧つの文⊩にその≉ᚩやព義をまとめて

いますので、ヲしくはこれらをごぴください。 
 
ձ岡野裕行㸬「Ⰻい図書館」を「Ⰻい」とゝい

続ける未᮶のこと（総≉㞟㸻Library of the 
Year の㌶㊧とこれからの図書館）㸬LRG㸻

ࣛイブࣛリー࣭リࢯース࣭࢞イࢻ㸬no.13㸪
2015-12㸪p.15-54㸬 

ղ岡野裕行㸬Library of the Year ᝿いᕠり（≉

㞟㸻いま、Library of the Year と向き合う）㸬

LRG㸻ࣛイブࣛリー࣭リࢯース࣭࢞イࢻ㸬

no.37㸪2021-11㸪p.8-57㸬 
 
このうち、2015 年にⓎ⾲したձの文⊩は、も

ともと Library of the Year を➨ 10 ᅇ目となる

2015 年で⤊えることがỴまっており、それを受

けての総ᣓグ事にもなっています。これについ

ては、∧ඖであるア࢝デ࣑ック࣭リࢯース࣭࢞イ

の岡本さんにᇳ➹をᙉく່められたことで書ࢻ

き㐍めたものです。 
Library of the Year 2011 では東近Ụ市❧図書

館、Library of the Year 2012 ではビブリオバト

ルのࢮࣞࣉンターとして、私は᭱⤊㑅考会の⯙

ྎにも❧たせていただいています。2011 年に東

近Ụ市❧図書館のࢮࣞࣉンターを担当したのは、

関東在住の㑅考ጤ員がከいなかで、もっとも受

㈹ᶵ関に㊥㞳的に近いという理⏤がそのときの
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ヰの流れだったようにグ᠈しています。ス࣏ン

ー௻業からከ少の協㈶㔠はいただいてはいるࢧ

ものの、Library of the Year の事業はᇶ本的に

は㑅考ጤ員のᡭᘚ当でάືを行っているもので

あるため、少しでも交通㈝などのᚲせ経㈝をᢚ

えたいという事情があったのです。ࢮࣞࣉンタ

ーにごᣦ名をいただいたので、Ⓨ⾲㈨ᩱをまと

めるために東近Ụ市❧図書館まで取ᮦにゼれま

した。私はᬑẁから᪩ཱྀなこともあり、ゝ ⴥを✚

み重ࡡて␚みかけるようなスタイルでヰをする

ことがከいのですが、Library of the Year 2011
でのࢮࣞࣉンᡭἲは、私個人としては⌋しいや

り方として、できるだけ୎ᑀにㄝ᫂するために

やや㏿さをᢚえ気味にしたヰし方をヨみました。

このときは⤖ᯝとしてはᑠᕸ施町❧図書館に大

㈹を取られておりますので、もう少しࢮࣞࣉン

のᵓᡂを⦎るవ地はあったと思いますし、自分

のスタイルに合った方ἲで⮫んでもⰋかったの

ではないかと⤊わってから཯┬をしました。 
⩣ 2012 年の Library of the Year 2012 では、

ビブリオバトルのࢮࣞࣉンターを担当すること

になりました。2011年のときの཯┬Ⅼを㋃まえ、

この年は␚みかけるようにゝⴥを✚み重ࡡてい

くࢮࣞࣉンᡭἲを᥇用しました。このときに≉

にព㆑したのは、ཱྀ㢌でヰす内ᐜとスࣛイࢻに

ᫎすゝⴥをできるだけ␗なるものにする（スࣛ

イࢻの内ᐜをそのままなࡒるようなヰし方をし

ない）というヨみです。どぬ情報はスࣛイࢻで見

てもらい、⫈ぬ情報をႅりゝⴥでᒆけるという

もので、ᣢち時間の 7 分間のなかに盛り㎸める

情報㔞をどこまでቑやせるのかということを考

えました。当時のⓎ⾲㈨ᩱを見㏉すと、用ពした

スࣛイࢻのᯛ数が 121 ᯛありましたので、1 分

間あたりで⣙ 17 ᯛをฎ理していたことになり

ます。スࣛイࢻ 1 ᯛあたり 3.5 ⛊くらいで⏬面

をษり᭰えながら、さらにཱྀから出るゝⴥはス

ࣛイࢻに書かれたゝⴥを༢⣧にㄞみ上げること

はしないという方㔪でࢮࣞࣉンをしました。⚊

数としてはഹᕪではありましたが、⤖ᯝとして

このときは大㈹を取ることができましたので、

その当時のᑂᰝ員の人たちの༳㇟にṧるような

 。ンができたのではないかと思いますࢮࣞࣉ
2011 年に Library of the Year に関わるよう

になってから、᪤に 10 年を㉸える時間が過ぎま

した。そして今年の Library of the Year 2021 で

は、ண᝿もしていなかった㑅考ጤ員長のおᙺ目

をいただくようになりました。2020 年まで㑅考

ጤ員長をົめていた山ᓮさんからその❧ሙをク

されるᙧになっておりますが、山ᓮさんからは

「ビブリオバトルᬑཬጤ員会の代⾲も長くົめ

ていたから㐺ᙺでしょう」というㄏい文ྃをい

ただきました。また、ୡ代交代することで一気に

ⱝ㏉らせたいというヰでもありました。さすが

に㑅考ጤ員長のおᙺ目を担うことには㏞いはし

ましたが、せっかくのおヰですのでありがたく

おᘬき受けすることにしました。ึめて㑅考ጤ

員長として向き合った Library of the Year 2021
も↓事に⤊えることができてほっとしています。 

 
 ࣝࢺࣂ࢜ࣜࣈࣅ .�

 ❧タࡢ࢔ࣜ࢕ࣇࣟࣈࣅ 1.�

ビブリオバトルについては、2010 年 6 月にࢶ

イッターを介してそのᏑ在をᢕᥱしました。そ

れを教えてくれたのは、私の大学の後㍮でもあ

る岡部᫴඾さんのࢶイートです 14）。その後、

2010 年の⛅学ᮇに㠀常໅講ᖌとして出講して

いた┦ᶍዪ子大学の「ㄞ書と㇏かな人間ᛶ」のᤵ

業内でさっそくビブリオバトルの実㊶を行って

います。బ⸨さんには 2008 年に ARG 㸤࢙ࣇ࢝

ストを、岡部さんには࢙ࣇ 2010 年にビブリオバ

トルを、それࡒれࢶイッターを介して教えても

らったことになります。私がたどってきたṌみ

を᣺り㏉ると、ࢶイッターやブロࢢを介して重

せな情報を得ていたሙ面がいくつかありまして、

≉に図書館関係⪅の人たちのࢶイートはとても

ཧ考になっています。つくづくあの頃にࢶイッ

ターがあってよかったと思っています。 
その後、ご⦕があって 2011 年 4 月に皇學館大

学文学部国文学科に╔௵しました。それと同ࡌ

年の 11 月から、ビブリオバトルのᬑཬάືにも
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✚ᴟ的に関わるようになりました。これは 2011
年 6 月に行われた情報メディア学会➨ 10 ᅇ◊

✲大会に、ビブリオバトル考᱌⪅の㇂ཱྀᛅ大さ

んがࢿࣃリストとしてⓏቭされており、その᪥

の᠓親会のᖍで┤᥋の面㆑をᣢったことがきっ

かけです。この᪥は❧ちヰで⡆༢なやり取りだ

けでしたが、๓の年に┦ᶍዪ子大学でビブリオ

バトルをやったときの経験もあったので、ࢤー

࣒としてのおもしろさを感ࡌたこと、図書館で

もいろいろとᒎ開できそうだということをおヰ

しし、これから皇學館大学でもやってみようと

思っていることをఏえました。㇂ཱྀさんとはࢶ

イッターでもつながり、┦஫に情報交᥮ができ

るようになりました。私のビブリオバトルᬑཬ

ጤ員会の会員␒ྕは 50 ␒でした。しかし、ຍ入

当時はまさかその後に自分がビブリオバトルᬑ

ཬጤ員会の代⾲理事になるなどまったく᝿ീで

きませんでした。このあたりの経⦋については、

2013 年 6 月に出∧したࠗビブリオバトル入㛛㸸

本を通して人を▱る࣭人を通して本を▱る 、࠘そ

して私の教え子のἙ野ள⨾さんと 2020 年 9 月

に共ⴭでⓎ⾲した「三重県における高校生ビブ

リオバトルのཧຍഃとᬑཬഃの❧ሙから見てき

たこと」という文❶にまとめています 15）,16）。 
私自身がビブリオバトルのᬑཬάືに✚ᴟ的

にຊを入れ始めるきっかけの一つが、2012 年 7
月に当時の࣑ࢮ生たちが๰設したビブロࣇィリ

アというࢧークルのᏑ在です。これは私の࣑ࢮ

➨஧ᮇ生であるຍ⸨ඃさん（現࣭ᩓ⟇舎ᗑ୺）ら

が自୺的に❧ち上げたࢧークルです 17）。もとも

とは新しく私の࣑ࢮ生になった学生たちに、自

己紹介がてらビブリオバトルをやってもらって

いるところから始まったのですが、ຍ⸨さんら

のୡ代はビブリオバトルのおもしろさにすぐに

気づいてくれました。私はビブロࣇィリアの㢳

ၥ教員としてビブリオバトルに関わりながら、

学生たちを見Ᏺるᙺᅇりとなりました。今でこ

そビブリオバトルをάື目的とした大学のࢧー

クル設❧は⌋しくありませんが、その当時は඲

国を見ᅇしても大学のなかのビブリオバトルの

ᅋ体は少なく、皇學館大学ビブロࣇィリアは᪩

い事౛の一つとしてビブリオバトルᬑཬάືの

Ṕྐに名๓がṧることになりました。ありがた

いことに、2021 年 9 月には Bibliobattle of the 
Year 2021 の≉ู㈹を受㈹しています 18）。 

ビブロࣇィリアを設❧したことによって、㢳

ၥ教員の❧ሙである私自身もάືのᖜが大きく

広がりました。ᬑẁは学生同ኈが皇學館大学㝃

ᒓ図書館内でάືをしていますが、そのほかに

もὠ市の࢝ࣛスブックスが௻⏬した࣍ンࢷࢶキ、

伊勢㖟ᗙ新㐨ၟᗑ⾤のお⚍り、三重県総合༤≀

館（MieMu）、伊勢Ἑᓮ一箱古本市などでのビブ

リオバトルの開催のほか、三重県教⫱ጤ員会が

୺催する高校生ビブリオバトル大会や中学生ビ

ブリオバトル大会の司会࣭ 㐠Ⴀ、ᯇ㜰市の市Ẹ大

会の開催ᨭ᥼など、ከくのά㌍のሙを得ること

にもつながりました。学生のᘬ⋡というᙧを取

りながら、三重県内のあちこちのᑠ中高➼学校

に出かけては学生たちと一⥴にビブリオバトル

を実施してきたことで、ビブリオバトルにᑐす

るὀ目度の高さや広まり方を⫙で感ࡌることが

できました。≉に県の教⫱ጤ員会に協ຊ౫㢗さ

れるᙧでビブリオバトルの学生ᅋ体がືくとい

う事౛については、ほかの㒔㐨ᗓ県を見渡して

みてもその当時としては⌋しい取組みであり、

先㥑的なάືになっていたと思います。 
 

 άືࡢᬑཬጤဨ఍࡛ࣝࢺࣂ࢜ࣜࣈࣅ �.�

2013 年 6 月から、ビブリオバトルᬑཬጤ員会

の東海地༊代⾲になりました。そのᙺ目を担う

ことになったのは、それまで東海地༊代⾲を担

っていた方が㒔合で㏥௵のᕼ望を出してこられ

たためで、これによって地ඖの三重県だけでは

なく、ឡ▱県࣭ᒱ㜧県࣭㟼岡県のᬑཬάືもど野

に入れることになりました。また、同ࡌタイ࣑ン

でビブリオバトルᬑཬጤ員会の理事の一人にࢢ

もなりました。これも≉ᐃの地域に೫ることが

ないように、できる限り඲国のྛ地域から理事

を㑅出したいというព向があり、それにᛂえる

ᙧで東海地༊からの一人として理事会メンバー
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にຍわったという事情があります。これらはそ

の当時にビブリオバトルᬑཬጤ員会の代⾲をົ

めていた㇂ཱྀさんからのᡴデによるものです。 
その後、2015 年 6 月からは㇂ཱྀさんに代わっ

てビブリオバトルᬑཬጤ員会の஧代目の代⾲理

事という❧ሙになりました。それまでに理事の

一人としてのάືをしていたとはいえ、㇂ཱྀさ

んが代⾲をずっと続けるものだと຾ᡭに思い㎸

んでいましたので、まさか私が代⾲のᙺ目を担

うことになるとはまったくண᝿していませんで

した。これは㇂ཱྀさんが 2015 年からࢧバࢸィ࢝

ルで 1 年間をイࢠリスで過ごすことになったた

め、国内にいるㄡかが代⾲理事をົめたほうが

Ⰻいだろうというุ᩿がありました。これにつ

いては㇂ཱྀさんから私にᑐして┤々にᡴデがあ

り、私が㇂ཱྀさんのいるி㒔まで㉱き、஧人だけ

で今後のビブリオバトルᬑཬጤ員会のあり方に

ついて┦ㄯしました。㇂ཱྀさんが୙在の 1 年間

だけを代⾲代理というᙧで㐍めてはどうかとい

う᱌も出しましたが、それは㇂ཱྀさんがᅛ㎡さ

れました。ヰし合いの⤖ᯝとして、㇂ཱྀさんはき

っࡥりと㎡めてṇᘧに代⾲を交代してしまった

ほうがⰋいだろうというヰにⴠち╔きました。 
その後、総会でのᢎㄆを得て 2015 年 6 月か

ら私の❧ሙが代⾲理事に代わり、これまで௨上

にビブリオバトルのᬑཬάືにὀຊし始めるこ

とになりました。2014 年に始まったビブリオバ

トル࣭ࢩン࣏ࢪウ࣒を継続して実施していくこ

とや、2016 年から続けている Bibliobattle of the 
Year の㐠Ⴀなど、代⾲理事として考えることは

たくさん出てきました。ビブリオバトル࣭ ン࣏ࢩ

ウ࣒については、2015ࢪ 年からは図書館総合ᒎ

㐠Ⴀጤ員会に共催をお㢪いするᙧで、࢛ࣇーࣛ

࣒の一つに組み㎸んでもらったりもしました。

ビブリオバトルᬑཬጤ員会がビブリオバトル࣭

ウ࣒を通して図書館総合ᒎの協ຊを௮ࢪン࣏ࢩ

ぐことになったのは、代⾲理事である私が 2013
年から図書館総合ᒎ㐠Ⴀ協ຊጤ員をົめていた

というつながりがあったことによります。 
また、2013 年௨㝆はẖ年のようにビブリオバ

トルに関する講演౫㢗をいただくようになり、

඲国ྛ地の学校関係⪅࣭公共図書館関係⪅の◊

ಟ会講ᖌをົめることもቑえてきました。ビブ

リオバトルの♫会的なព義やຠᯝについて考え

る㝿には、こういった◊ಟ会講ᖌのおᙺ目をົ

めたことはとてもᙺ❧っていて、あちこちの自

治体に㉱いてはビブリオバトルについて⧞り㏉

しヰすことで、それを語るためのゝⴥも私のな

かのᘬき出しとして㝶分と⵳✚されてきたよう

に思います。ビブリオバトルというࢤー࣒の௙

組みはいろんな人たちをືかし始めていて、実

におもしろい取組みだとᨵめて思うようになっ

たのは、講演会࣭ ◊ಟ会に講ᖌとしてお招きくだ

さったྛ地の自治体やᅋ体の関係⪅のみなさま

のおかげです。ビブリオバトルのᥖげる「人を通

して本を▱る㸭本を通して人を▱る」というコ

ンࣉࢭトはほんとうにすばらしいと思います。 
そのほかにも、代⾲理事になってからは大学

生や高校生によるビブリオバトル඲国大会のỴ

຾の司会⪅のᙺ๭も、数年間にわたって続ける

ことになりました。඲国大会という大きな⯙ྎ

に຾ち上がってきた学生さん࣭生ᚐさんたちの

ά㌍を同ࡌスࢸーࢪのすぐそばで═められるの

はとてもおもしろくて、司会という≉ูな❧ち

位置でⓎ⾲を見Ᏺることができたのは、ほんと

うにありがたいことでᙺ得だと感ࡌていました。 
そして 2021 年 6 月には、6 年間ົめてきた代

⾲理事のᙺ目を㎡すことになりました。これは

私自身が「代⾲理事の࣏ストは≉ᐃの人が長く

続けない方がⰋい」「組⧊は新㝞代ㅰがあったほ

うがⰋい」と考えていたこともあり、௵ᮇを設け

てほしいと理事のⓙさまにお㢪いしたことによ

ります。こういう考え方に⮳ったのは、2015 年

のときに代⾲代理というやり方をᅛ㎡した㇂ཱྀ

さんの᣺る⯙いもᙳ㡪していると思います。当

ึは㇂ཱྀさんと同ࡌく 5 年間という௵ᮇではど

うかとヰしていましたが、私が㎡めるとなると

三代目の代⾲理事を担う人を考えなければなら

ないため、その体制がᩚうまでということで、ཎ

᱌より 1 年先にした㐃続 6 ᮇまで（6 年間を上
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限とする）と௵ᮇをỴめました。2019 年 6 月に

この௵ᮇを施行するᙧでつ⣙を変᭦しています。

これによって 2019 年 6 月の時Ⅼで、私は「代⾲

理事をົめるのはṧりあと 2 年間（2021 年 6 月

まで）」というព㆑に変わり、そのṧりの 2 年間

のᙺ目をしっかりまっとうしようと考えていま

した。௵ᮇをỴめたときは先のことはまったく

ㄞめませんでしたが、その後に COVID-19 によ

る♫会的なΰ஘も生ࡌましたので、⤖ᯝ的に

2021年 6月まで代⾲理事を続けるというᙧにし

ておいてⰋかったと思います。 
なお、๓㏙したἙ野ள⨾さんは 2020 年当時に

はまだ現ᙺの学部 4 年生でしたが、そのẁ㝵で

ビブリオバトルᬑཬጤ員会の理事にᑵ௵しても

らいました。その 1 年後には私がビブリオバト

ルᬑཬጤ員会の代⾲理事のᙺ目を㞳れることが

Ỵまっていたこともあり、東海地༊のᬑཬάື

にも✚ᴟ的に関わってもらいたかったからです。

Ἑ野さんは 2015 年の高校生ビブリオバトル三

重Ỵᡓにバトࣛーとして出ሙした経験をᣢって

おり、皇學館大学へと㐍学してからはビブロࣇ

ィリアの部員および部長として継続的に三重県

の高校生大会の㐠Ⴀに関わってきたという❧ሙ

にいます。私もそうですが、大人になってからビ

ブリオバトルを▱ったୡ代は「ビブリオバトル

を学校で▱る」「高校生大会や大学生大会に出ሙ

する」といった経験をᣢつことができません。ビ

ブリオバトルという取組みが学校教⫱のなかへ

と広まっていく様子は、高校生から大学生にか

けてビブリオバトルに深く関わってきたἙ野さ

んの姿勢から学ࡪことはとてもከかったです。 
 

�.� /LEUDU\ RI WKH <HDU  ࣝࢺࣂ࢜ࣜࣈࣅ࡜

先に㏙࡭たように、2012 年にビブリオバトル

が Library of the Year 2012 の大㈹を受㈹しま

した 19）。私はこの受㈹時のࢮࣞࣉンターのᙺ目

をົめています。この頃はビブリオバトルᬑཬ

ጤ員会のᬑཬጤ員としてຍ入していたものの、

まだ理事どころか東海地༊の地༊代⾲にもなっ

ていない頃でした。その頃のビブリオバトルᬑ

ཬጤ員会のなかでもそれほど目❧ったάືをし

ているわけではなく、本ົ校の皇學館大学で

2012年 7月からάືが始まったビブロࣇィリア

の㢳ၥとして、ᑠさいつᶍでビブリオバトルを

ᴦしみ始めた頃です。 
そういう≧ἣが一変したのが、Library of the 

Year 2012 でビブリオバトルの名๓がඃ⚽㈹受

㈹ᶵ関としてⓎ⾲された㝿に、大㈹をỴᐃする

ための᭱⤊㑅考会のࢮࣞࣉンターᙺをົめると

いう௵ົが課せられたことです。Library of the 
Year 2012 の大㈹を取ることを目ᣦして、その

当時のビブリオバトルᬑཬጤ員会の関係⪅に౫

㢗して、඲国ྛ地のさまざまなビブリオバトル

開催データを㞟めたりもしました。2010 年から

始まった඲国的な大学生大会であるビブリオバ

トル㤳㒔Ỵᡓも、Library of the Year 2012 の᭱

⤊㑅考会のࢮࣞࣉンをᵓᡂするための大事なせ

⣲の一つでした。ビブリオバトル㤳㒔Ỵᡓ 2012
の開催᪥が 2012 年 10 月 21 ᪥であり、Library 
of the Year 2012 ᭱⤊㑅考会はそこからさらに 1
か月後の同年 11 月 20 ᪥という᪥程でした。ビ

ブリオバトル㤳㒔Ỵᡓ 2012 に教え子が出ሙ（皇

學館大学としてはビブリオバトル㤳㒔Ỵᡓにึ

出ሙ）することもあり、私はᘬ⋡⪅として会ሙで

ある⛅ⴥཎに出かけました。それは大学生大会

に出ሙする教え子のᘬ⋡という理⏤のほかに、

Library of the Year 2012 ᭱⤊㑅考会のࢮࣞࣉン

ンのための実ែㄪᰝというព味もありࣙࢩーࢸ

ました。ビブリオバトルという♫会現㇟はいっ

たいどのようなものかを自分の目でしっかりと

見ておかなくてはならないというᙉい思いで、

ビブリオバトル㤳㒔Ỵᡓ 2012 をほᡓしに行き

ました。ࢮࣞࣉンࢸーࣙࢩンのㄝ得ຊも変わっ

たと思いますので、大会の⇕㔞を自分の目で見

て☜ㄆしておいてⰋかったと思います。 
Library of the Year 2012 の⤖ᯝは、ᑂᰝ員の

⚊数としてはとてもഹᕪでしたが、ありがたい

ことにビブリオバトルは大㈹を受㈹することが

できました。同ࡌタイ࣑ンࢢで Library of the 
Year 2012 のඃ⚽㈹を受㈹したᶵ関として、
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CiNii、saveMLAK、三重県❧図書館がありまし

た。私は先にビブリオバトルのࢮࣞࣉンターが

Ỵまっていたために、あいにく三重県❧図書館

のほうはࢮࣞࣉンをおᘬき受けすることができ

ず、そちらのࢮࣞࣉンターはその当時の私の同

൉であった高಴一⣖先生（2017 年 1 月に㏽ཤ）

にお㢪いすることになりました。 
そして 2012 年 11 月 26 ᪥、▱的㈨※イニࢩ

アࢸィブの公ᘧウ࢙ブࢧイトに㇂ཱྀさんの大㈹

受㈹コメントがᥖ㍕されました 20）。 
 

൅㐩がビブリオバトルᬑཬάືの中で、

いつもゝっていることなのですが、ビブリ

オバトルの目ᶆは、ࢧッ࢝ーやࢻッ࣎ࢪー

ルと同ࡌような「ᬑ通名モ」になることです。

᪥常生άの中に自↛とᏑ在するビブリオバ

トルになれるまで、今後とも、このまだまだ

新しい「ᴫᛕ」のᬑཬとᐃ╔にごᨭ᥼、ご協

ຊいただければᖾいです。 
 
この㇂ཱྀさんのコメントをㄞんで、「ビブリオ

バトルにᑐして大きな㈉⊩ができた」「大ᙺはᯝ

たした」という思いをᢪきました。この時Ⅼでは、

今後はビブリオバトルにᑐしてこれ௨上の大き

な㈉⊩することもないだろうと思っていました。

Library of the Year 2012 の大㈹受㈹のときは、

ビブリオバトルの関係⪅もお⚍り気分になって

いましたが、少し時間が経てば、またこれまでと

同ࡌような᪥常がやってきます。大㈹受㈹とい

う⤖ᯝはグ録としてその先までṧっていくこと

になりますが、᭱⤊㑅考会のሙで感ࡌた⇕㔞は

そのときだけのものです。大㈹受㈹のవ㡩には

ᾐりながらも、ḟのᒎ開がやってくるだろうと

いうことは᝿ീがつきました。そして私自身は、

この先にビブリオバトルにᑐしてそれほど大き

な㈉⊩をすることはないだろうという思いがあ

ったのです。2013 年 6 月の理事ᑵ௵、2015 年

6 月の代⾲理事ᑵ௵というᒎ開を▱っている現

在から見ればそうはならなかった未᮶になって

いることはわかりますが、Library of the Year 

2012 の⤊஢┤後は、私とビブリオバトルとの関

係は฿㐩Ⅼに㐩したように感ࡌていたのです。 
 

 ௦⾲⌮஦ࡢᬑཬጤဨ఍ࣝࢺࣂ࢜ࣜࣈࣅ �.�

そのような思いもあったので、理事になって

から 2 年後に㇂ཱྀさんがࢧバࢸィ࢝ルで᪥本を

㞳れることになり、代⾲理事のᙺ目を私にㆡり

たいというヰになったときはほんとうに㦫きま

した。私は今でこそビブリオバトルᬑཬጤ員会

のメンバーとしては古い方になっていますが、

その当時はẚ㍑的新ཧ⪅の❧ሙにあり、もっと

᪩くから㇂ཱྀさんと一⥴にᬑཬጤ員会をᙧづく

ってきた人たちもいらっしࡷったわけです。「ビ

ブ人名㚷」にインタビࣗーがᥖ㍕されている中

ὠኊ人さん、ྜྷ 野ⱥ▱さん、㣤ᓥ⋹生さんなどは、

ビブリオバトルᬑཬάືのⲡ๰ᮇからのメンバ

ーですので、そういう人をᕪし置いて私が出て

いくヰではないと考えていたのです 21）。 
ところがそういうᒎ開にはならず、私にኌが

かかることになったのです。༶⟅では快ㅙする

ことはできなかったと思います。しばしᝎんで

おᘬき受けすることになりましたが、⤖ᒁは代

⾲理事のᙺ目というのは、あくまでもビブリオ

バトルᬑཬጤ員会という組⧊を⥔ᣢ࣭Ⓨᒎさせ

ていく❧ሙであるので、άື年数はそこまで気

にしなくてもⰋいという考えに⮳りました。そ

れと本業とのවࡡ合いで代⾲理事をົめること

ができない（໅ົ先のව業つ程にᘬっかかる）と

いう人もいて、そのあたりは㇂ཱྀさんや私のよ

うに、大学教員という❧ሙにいる人の方がఱか

とືきが取りやすいというุ᩿もありました。

㇂ཱྀさんからも「Library of the Year 2012 の大

㈹受㈹のときのࢮࣞࣉンターもົめたので（ᬑ

ཬጤ員会内でも名๓が▱られているし）㐺ᙺだ

と思う」というㄏい文ྃをもらっています。 
ここでこのヰを受ければ、「より図書館業⏺と

のつながりをᙉくできるのでは㸽」という思い

が私のなかに出てきました。図書館業⏺におୡ

ヰになっている自分がビブリオバトルᬑཬጤ員

会の代⾲になれば、図書館におけるビブリオバ
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トルの開催を後ᢲしできるのではないかと思う

ようになったのです。ビブリオバトル考᱌⪅の

㇂ཱྀさんが代⾲のᙺ目から下りるという事ែは、

ビブリオバトルᬑཬጤ員会にとってとても大き

な変໬になります。஧代目の代⾲になる人は、ど

う考えても㇂ཱྀさんの実⦼とẚ㍑されることに

なります。けれども、ビブリオバトルと図書館業

⏺とのつながりを考える上で、代⾲交代という

できごとは重せな㌿ᶵになるというண感もあっ

たのです。代⾲ᑵ௵を受ㅙするぬᝅの気ᣢちが

ⱆ生えたのは、やはり Library of the Year 2012
で大㈹を受㈹した㝿のࢮࣞࣉンターをົめたと

いう過ཤの自分の姿を思い出したからです。 
もちろん私が代⾲をົめるからといって、そ

れがそのまま図書館でのᬑཬが㐍むことに┤⤖

するとはゝえないですし、大きな変໬につなが

らないままかもしれません。とはいえ、᪥常的に

図書館というキー࣡ーࢻについて考えている❧

ሙにいる自分からは、少なくとも図書館に関係

するᙧでビブリオバトルを語るሙ面がቑえるこ

とは間㐪いないだろうとも思えました。当ึは

自分のពᚿで㑅んだわけではありませんが、こ

のような経⦋で 2015 年 6 月から 2021 年 6 月ま

での 6 年間をビブリオバトルᬑཬጤ員会の஧代

目の代⾲理事として過ごすことになったのです。 
こうしてこの 10 年くらいのືきを᣺り㏉っ

てみると、私はビブリオバトルのᬑཬάືに関

わったことで Library of the Year 2012 のࣞࣉ

ࢮࣞࣉ、ンターのᙺ目をいただくことになりࢮ

ンターをົめたことでビブリオバトルᬑཬጤ員

会の理事のᙺ目と஧代目の代⾲理事のᡴデを受

けるようになったわけです。そしてビブリオバ

トルᬑཬጤ員会の代⾲理事をົめてみたら、そ

のことがさらに Library of the Year の㑅考ጤ員

長のごᣦ名を受けるきっかけにもなっています。

どちらも自分から代⾲理事や㑅考ጤ員長をົめ

ようとᡭをᣲげたわけではなく、きっかけはそ

れࡒれのキー࣐ンである㇂ཱྀさんと山ᓮさんか

らのごᣦ名によるもので、私はㄏわれるままに

その❧ሙをそのまま受け入れただけなのです。 

๓㏙したように、山ᓮさんからは「ビブリオバ

トルᬑཬጤ員会の代⾲も長くົめていたから㐺

ᙺでしょう」とゝわれ、㇂ཱྀさんからは「Library 
of the Year 2012 の大㈹受㈹のときのࢮࣞࣉン

ターもົめたので（ᬑཬጤ員会内でも名๓が▱

られているし）㐺ᙺだと思う」とゝわれました。

അ↛にもお஧人がఝたようなゝい方をされてい

ます。どちらが先なのか後なのかがわからなく

なるくらい、私というᏑ在を介して、Library of 
the Year とビブリオバトルの取組みが重なって

きます。公共図書館からも本をめぐる⎔ቃとし

てもそれほどᜨまれていなかった幼少時代を過

ごした私としては、これはとても୙思㆟なめぐ

り合わせのように感ࡌます。 
Library of the Year は 2006 年に、ビブリオバ

トルは 2007 年というように、ほぼ同ࡌ時ᮇに始

まっています。両⪅の始まりのタイ࣑ンࢢは、い

ずれも私がスロ࣋ニアに⁫在中のできごとであ

り、私自身は᪥本国内のື向にはそれほど目が

向いていなかった時ᮇになります。ࡦたすらス

ロ࣋ニア国中のさまざまな施設をゼࡡṌいてい

た頃ですので、Library of the Year もビブリオ

バトルもそれࡒれのάືึᮇのことはまったく

ᢕᥱしていません。しかし、それらの取組みがື

き始めたこの 15 年くらいの間に、私はその近く

でάືを見ることができる❧ሙに変わってきま

した。私はたまたまそれらの⠇目のときにその

近くに❧っていました。これはほんとうにご⦕

としかゝいようがありませんが、それでも ARG
、た岡本さんや⚟ᯘさんࡌストを通࢙ࣇ㸤࢙ࣇ࢝

を介したబ⸨さんや岡部さࢢイッターやブロࢶ

んのお名๓を思い㏉さずにはいられません。 
「本について語り合う」ことを目ᣦすビブリオ

バトルと「図書館について語り合う」ことを目ᣦ

す Library of the Year は、両方ともとてもおも

しろい取組みです。ビブリオバトルと Library of 
the Year は、それࡒれがูの取組みとして始ま

ったものではありますが、けれどもどちらの取

組みもᑐ㇟のおもしろさやⰋいところをゝ語໬

し、共᭷するというάືであるというⅬではఝ
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ています。私のなかではそれほど大きなᕪを感

れが始まったときのヲしい経ࡒません。それࡌ

⦋を▱らない❧ሙにいるために、私はそれらを

一Ṍᘬいた目で見ているからかもしれません。 
⇕ពやឡ情をもってㄡかが本や図書館につい

て「語る」ことはおもしろいです。私はそういう

ሙ面を見ることがとてもዲきです。そういうᶵ

会をつくることもዲきです。ビブリオバトルᬑ

ཬጤ員会の代⾲理事のおᙺ目も Library of the 
Year の㑅考ጤ員長のおᙺ目も、たまたまそうい

う時間とሙᡤをつくる❧ሙが私のところにめぐ

ってきたわけです。こうなった⫼景をたどって

みても、図書館情報学を学ࡪことを㑅ᢥした高

校生のときからの大きな流れをᙉく感ࡌます。 
 

�. ୍⟽ྂᮏᕷ 

 ᮏᕷྂ⟽୍ࡢ࢟ࢷࢶࣥ࣍ 1.�

私は本について「語る」ƫ 会がዲきなのだと気

づき始めた頃、一箱古本市という取組みを▱り

ました。そして私は 2015 年から、当時の࣑ࢮ生

たちと一⥴に伊勢Ἑᓮ一箱古本市というイ࣋ン

トを始めました 22）。本をά用したコ࣑ࣗニࢸィ

づくりのᴦしさを私が▱ったのは、ビブリオバ

トルのᬑཬάືに関わるようになったことだけ

でなく、学生たちと一箱古本市にも取り組むよ

うになったことが大きかったと思います。 
2014 年 6 月 1 ᪥から 22 ᪥にかけて、ὠ市の

一人出∧♫࢝ࣛスブックスのす屋┿司さんが࣍

ンࢷࢶキという本のイ࣋ントを௻⏬されました。

そのなかでビブリオバトルを実演してください

と㢗まれまして、当時のビブロࣇィリアの学生

たちとཧຍしました 23）。ビブロࣇィリアは᪤に

2012年 7月の時Ⅼでṇᘧに設❧されていました

し、2013 年度からは三重県教⫱ጤ員会との㐃ᦠ

事業も始まっていましたので、2014 年頃にはከ

様な౫㢗にもᑐᛂできるようになっていました。

ビブリオバトルを介して≀事がືき始め、άື

のᡭᛂえを感ࡌるようになった時ᮇになります。 
そして伊勢には古本屋ࡱらんというすばらし

い古本屋さんがあります。ᗑ୺のዟ村ᝆ介さん

とは私と同ୡ代なのですが、ዟ村さんもこのと

きに古本屋を出ᗑされており、あわせて一⯡か

らのཧຍ⪅をເった一箱古本市が実施されまし

た。三重県ึの一箱古本市がこのときにす屋さ

んが௻⏬された࣍ンࢷࢶキになります。地方に

おいて一箱古本市の取組みがືき出す▐間に❧

ち会えたことは、とてもありがたいものだと᣺

り㏉ってみても思います。そして「ࡦࡐ伊勢でも

古本市をやりたいですࡡ」とዟ村さんとᵓ᝿を

ヰし合うようになりました。「ࡦࡐ伊勢Ἑᓮの勢

田川ἢいでやりましょう」と実施会ሙのことも

᪩いẁ㝵でỴめました。 
そもそも࢝ࣛスブックスという出∧♫を▱っ

たのは、2011年に伊勢にᘬっ㉺してすぐの頃に、

す屋さんがⓎ行していたࠗkalas࠘というᑠ෉子

を伊勢市内の࢙࢝ࣇで見かけたことに始まりま

す。これがとてもすばらしいᑠ෉子で、ࡦと目で

ࠗkalas の࠘࢓ࣇンなり、すぐにバックナンバーも

㈙いᥞえました。いずれご本人にもお会いした

いと思っていたところです屋さんとも面㆑を得

るようになりました。その後の数年間にわたっ

て皇學館大学の図書館司書課程のࢤスト講ᖌと

してお㉺しいただくようになり、地方で出∧♫

をすることのヰをたびたび⪺かせていただきま

した。地方で本の௙事をすること、そして本に関

わり続けるということについて、す屋さんの姿

勢から学んだことはとてもከいです。 
 

�.� ఀໃἙᓮ୍⟽ྂᮏᕷ 

す屋さんの࣍ンࢷࢶキにᙳ㡪を受けて、2015
年から伊勢Ἑᓮ一箱古本市を開始しました。Ⓨ

㉳人は私と古本屋ࡱらんのዟ村さんであり、そ

こに私の࣑ࢮ生たちが関わってきます。また、こ

れはẖ年 10 月の➨ 4 ᪥᭙᪥にἙᓮၟ人市とい

うお⚍りを続けている NPO ἲ人伊勢Ἑᓮまち

づくり⾗のみなさまとの㐃ᦠ事業でもあります。

ちょうどこの頃、皇學館大学は文部科学┬の「地

（▱）のᣐⅬ大学による地方๰生᥎㐍事業」に᥇

ᢥされたことで、学生による地域㐃ᦠάືをᙉ

く᥎し㐍めていました。学生たちの地域㐃ᦠά
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ືにᑐして大学が⿵ຓ㔠を出してくれる制度も

あったため、それをά用して一箱古本市のάື

㈨㔠としました。開催にあたっての࣏スターや

の༳ๅ、出ᗑ⪅ドとして㓄ᕸする公ᘧのࢩࣛࢳ

⨁バッࢪの制作、άື報࿌書の༳ๅ〇本のほか、

㒑㏦にᚲせな経㈝などもこのண⟬から出してい

ます。また、┳ᯈ制作やロࢦデࢨインは大ྎ町に

あるnijiiroの稲ⴥ┤ஓさんにお㢪いしました 24）。

࢝ࣛスブックスのす屋さんにもアࢻバイスをい

ただきながら、伊勢Ἑᓮ࣭ 川の㥐周辺の勢田川㐟

Ṍ㐨を会ሙとして、伊勢Ἑᓮ一箱古本市が実㝿

にືき出します。このときの➨ 1 ᅇ目の伊勢Ἑ

ᓮ一箱古本市については、す屋さんが 2016 年の

ࠗkalas ➨࠘ 28 ྕにも書いてくださいました 25）。 
伊勢Ἑᓮ一箱古本市は 2015 年から 2019 年ま

でẖ年 10 月に開催してきました（2017 年のみ

ྎ風21ྕのᙳ㡪で 11月にᘏᮇとなっています）。

これまでに 5 ᅇの開催実⦼があります。ṧᛕな

がら 2020 年と 2021 年は COVID-19 のᙳ㡪で

開催を見㏦りました。➨ 1 ᅇの開催時のみ、そ

の当時に 3 年生だった私の࣑ࢮ生たちが௻⏬࣭

㐠Ⴀを担いましたが、2016 年に開催した➨ 2 ᅇ

目からは、後㏙する皇學館大学㝃ᒓ図書館の学

生協働ᅋ体ࡩみくら೜ᴦ部による௻⏬࣭㐠Ⴀに

άື୺体を変᭦しています。ẖ年のように⣙ 20
ᗑほどの出ᗑ⪅があり、地ඖにᐃ╔してきたイ

࣋ントへとᡂ長しています。ᣢち寄られた古本

の኎㈙をきっかけとして、ከくの᮶ሙ⪅同ኈで

語り合うኌが会ሙ内にあࡩれてきます。ẖ年の

一箱古本市を୺催しながら、私はとてもᴦしく

その様子を═めています。三重県内では 2018 年

9 月からᑿ㮖市で⇃野古㐨一箱古本市も始まっ

ており、本をά用したコ࣑ࣗニࢸィづくりをᴦ

しもうとする流れができています 26）。 
 
 ໃఀࣥ࢘ࢱ࢔࢕ࢹ࣌࢟࢕࢘ .�

2015 年 4 月にᑠᯘᕑ生さんがア࢝デ࣑ック࣭

リࢯース࣭࢞イࢻのメール࣐࢞ࢪンに寄稿され

た「ウィキペディアを通ࡌてわがまちを▱る」と

いうグ事により、私はウィキペディアタウンと

いう取組みを▱りました 27）。2015 年のうちは௻

⏬をワめられずに実施することができなかった

のですが、⩣ 2016 年になったときに、ウィキペ

ディアタウン伊勢を実施してみましょうと設❧

されたばかりのࡩみくら೜ᴦ部の学生たちにヰ

をᣢちかけました。学生たちも஌り気で༶ᗙに

௻⏬᱌がまとまり、๓㏙した地域㐃ᦠ事業のண

⟬を大学に申ㄳしました。実施にあたってはウ

ィキペディアンの᪥下஑ඵさんに講ᖌを౫㢗し、

伊勢にお招きしました。᪥下さんのᐟἩ࣭ 交通㈝

や実施後のάື報࿌書のための༳ๅ〇本㈝は、

大学からのண⟬をά用することができました。 
ウィキペディアタウン伊勢へと┤᥋つながっ

てくるわけではありませんが、個人的にその๓

ẁ㝵としてཧ考になる取組みが஧つあります。

一つ目は、2012 年にその当時に国❧情報学◊✲

ᡤ（NII）にいた中村ెྐさんのおኌがけで、「伊

勢ࡪらり」というまちあるきᨭ᥼アࣉリの作ᡂ

に関わらせてもらえたことです 28）。中村さんと

の出会いは、私が伊勢に᮶る๓の 2010 年に㐳

り、アート࣭ ン学会のጤ員会ࣙࢩーࢸキࣗメンࢻ

のᡴち合わせで㢦を合わせたことに始まります。

本᮶の目的だった学会のᡴち合わせが⤊わった

後に、中村さんにおኌがけしていただき、そのま

まᒃṧって஧人で㞧ㄯを続けました。私が一人

きりで行っていた文学館◊✲会の取組みを▱っ

て、興味をᣢってくださっていたようです。中村

さんとはそのሙでព気ᢞ合し、いずれまたఱか

のᶵ会にご一⥴できればというヰをしました。

その後、私が伊勢に⛣住したときとほぼ同ࡌタ

イ࣑ンࢢで、ちょうど中村さんも三重県の文໬

㈈事業としての「伊勢ࡪらり」のお௙事をご担当

されていました。せっかくなのでご一⥴にいか

がですかと中村さんからᡴデを受け、私と当時

の࣑ࢮ生たちもྵめて「伊勢ࡪらり」の開Ⓨに関

わらせてもらえることになりました。そして஧

つ目は、同ࡌ 2012 年に田ཎ市図書館館長（当時）

の㇏田高広さんとឡ▱大学（当時）の時実㇟一先

生のおኌがけで、「おᩓṌ㹣本」という㟁子書⡠

の開Ⓨࣉロ࢙ࢪクトに関わらせてもらえたこと
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です 29）。これら஧つのまちあるきの取組みは、

それࡒれがูのࣉロ࢙ࢪクトとして㐍行してい

たものですが、たまたま同ࡌタイ࣑ンࢢでその

両方に私も関わることになったのです。 
2012 年に続けて経験したまちあるきという

⩣、ー࣐はࢸ 2013 年 5 月に開催した図書館総

合ᒎ࢛ࣇー࣒ࣛ 2013 in 伊勢で私が担当したᇶ

ㄪ講演のࢸー࣐にもつながってきます。伊勢で

の図書館総合ᒎは開催ࢸー࣐として「東海ᅪに

学ࡪ MALUI 㐃ᦠ」をᥖげていましたが、私は

➨一部のᇶㄪ講演㸭➨஧部のࢿࣃリスト㸭➨三

部のコーディࢿーターと、௻⏬の඲⦅にわたっ

てⓏቭすることになったのです。当᪥までに会

ሙᡭ㓄などの事ົ作業も担っていたので、᣺り

㏉ってみてもとても大変だったのですが、この

ときのⓏቭ経験は私のព㆑をまちあるきへと向

かわせるきっかけとなりました。図書館ࢧービ

スとまちあるきとが重なっていく気㓄をᙉく感

始めた頃です。こういったື向とほぼ同時ᮇࡌ

の 2013 年 2 月には、᪥本で᭱ึのウィキペデ

ィアタウンがᶓ὾市で開催されていたわけです。 
௨上のような経⦋で私は図書館におけるまち

あるきというάືにおもしろさを感ࡌるように

なったのですが、そのようなタイ࣑ンࢢでウィ

キペディアタウンという取組みを▱ってそれに

ᙉい関心をᣢち、2016 年 9 月にウィキペディア

タウン伊勢の௻⏬が実現することになります。

その⫼景には、「伊勢ࡪらり」「おᩓṌ㹣本」の取

組みと伊勢での図書館総合ᒎの開催という流れ

があったことはᨵめてᙉㄪしておきたいです。 
ウィキペディアタウン伊勢を実施する㝿には、

ウィキペディア᪥本語∧⟶理⪅の᪥下さんのお

ୡヰになりました。また、伊勢市❧図書館の⫋員

のⓙさまにも快くご協ຊをいただきました。ウ

ィキペディアタウンはその⩣年に Library of 
the Year 2017 のඃ⚽㈹を受㈹することにもな

るので、それよりも 1 年ほど᪩い時Ⅼで実施で

きていたことは、ึᮇのࡩみくら೜ᴦ部のάື

実⦼としてもとてもⰋかったと思います 30）。 
ウィキペディアタウン伊勢では、ձ伊勢Ἑᓮ

ၟ人館、ղ伊勢うどん、ճ伊勢᫓៞、մⴙ㔠୹、

յ伊勢市❧図書館、の 5 㡯目を⦅㞟することに

しました。༗๓中に伊勢Ἑᓮၟ人館に㞟合して

᪥下さんのㄝ᫂を⪺き、そのまま伊勢のまちを

あるきながら伊勢市❧伊勢図書館を目ᣦします。

㏵中にあるつたやといううどん屋さんをゼれ、

ཧຍ⪅඲員で伊勢うどんを㣗࡭ながらつたやᗑ

୺の㟷ᮌⱥ㞝さんのおヰを⪺きました。伊勢市

❧伊勢図書館にたどり╔く๓に、伊勢᫓៞とⴙ

㔠୹も見学しています。༗後は図書館の地域㈨

ᩱを用いてࡦたすらᇳ➹にບみます。時間も限

られているなかで出඾となる情報をきちんとㄪ

ㄝ᫂するためのグ事をᇳ➹し、公開までつな、࡭

げていくのは⡆༢なことではありませんが、そ

れでも伊勢Ἑᓮၟ人館のグ事を新つ❧㡯できた

のは大きなᡂᯝの一つだったと思います。もと

もとは「東海地域でึのウィキペディアタウン」

を目ᣦしてィ⏬していたのですが、伊勢での開

催一㐌間๓に㇏ᶫ市でウィキペディアタウンが

実施されたので、ᛴ㑉広報の文ゝを「三重県ึの

ウィキペディアタウン」に変᭦しました。 
その後も継続的に実施できればとは思ってい

たのですが、実現できないままに過ごしている

うちに 3 年ほど過ぎてしまいました。そして⇃

野市出身の私の࣑ࢮ生が地ඖでウィキペディア

タウンをࡦࡐ実施してみたいと⇕望していたの

で、ྛ方面のご協ຊを௮ぎながら‽ഛを㐍めて

きましたが、2020 年になって COVID-19 が広

まってしまったことで⤖ᒁは開催を見㏦ること

になってしまいました。学እάືの自⢔により、

その学生も⤖ᒁ実施ができないままに卒業の時

ᮇを㏄えてしまいました。学生時代に実施でき

ずに心ṧりだったと思いますが、いつかどこか

で෌度௻⏬を㐍められたらなと思っています。 
なお、三重県内でのウィキペディアタウンは、

2021年 7月に三重県❧ὠ高➼学校図書館の学校

司書࣭ ஭ᡞ本ྜྷ⣖さんのⓎ᱌により、高校生が୺

体となってὠ市Ᏻ⃰町を⯙ྎとして実施するこ

とになりました。こちらも本᮶は 2020 年のうち

に実施するணᐃでィ⏬を㐍めていたのですが、
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COVID-19 のᙳ㡪によってᘏᮇとなっていたも

のです。௻⏬ẁ㝵では皇學館大学ࡩみくら೜ᴦ

部の学生たちも一⥴になって行うணᐃでしたが、

感染症ᑐ⟇として大学生たちのཧຍは見合わせ、

私だけがアࢻバイࢨーとしてཧຍすることにな

りました。高大㐃ᦠ事業としてもᮇᚅしていた

クトだったのですが、今᪥の♫会≧ἣ࢙ࢪロࣉ

下ではやはり㞴しいものがありました。いつか

またูのᶵ会に、三重県内のウィキペディアタ

ウンで一⥴に㢦を合わせてみたいと思います。 
 

 ඲ᅜᅗ᭩㤋኱఍࡜ࢡࢵࢽࢡࣆࢡࢵࣈ .�

学生たちと一⥴に 2015 年から伊勢Ἑᓮ一箱

古本市の開催をẖ年続けてきましたが、こうい

ったάືにὀ目してくれた人に、ከ気町の少ዪ

まんが館TAKI 1735館୺のᚿ村さくらさんがい

ます。ᚿ村さんはごኵጔでከ気町に⛣住され、少

ዪまんがᑓ㛛の図書館を㐠Ⴀしている方ですが、

本を通したコ࣑ࣗニࢸィづくりにᙉい関心をᣢ

っている方でもありました。そこでከ気町❧勢

࿴図書館の方々と一⥴になって、2018 年からブ

ックピクニックという本をά用したイ࣋ントを

始めることになりました。 
ึᅇとなる 2018 年はከ気町にあるࡩれあい

の᳃࣭勢山Ⲯにて、2 ᅇ目の 2019 年はከ気町❧

勢࿴図書館๓の広ሙで実施しています。図書館࣭

新ห書ᗑ࣭古本屋࣭地ඖの出∧♫を中心に、㣧㣗

ブースとして࢙࢝ࣇやキッࢳン࢝ーが㞟まり、

さらに地ඖの皇學館大学の学生たちが㐠Ⴀにᦠ

わって実現した本のイ࣋ントとして、とてもお

もしろいᙧに௙上がったと思います。いずれも

みくら೜ᴦ部の学生たちが୺催⪅として関わࡩ

っていますが、ここには伊勢Ἑᓮ一箱古本市の

開催経験がάかされています。2018 年はあいに

くの㞵ᶍ様になったためにᐊ内での開催になっ

てしまいましたが、2019 年は快ᬕのኳ気となり、

当ึ理᝿としていたᙧが実現できたと思います。 
ᚿ村さんから本をά用したイ࣋ントを地域の

なかで開催したいという┦ㄯを受けたとき、イ

メーࢪしていたのは᪤に開催経験のあった伊勢

Ἑᓮ一箱古本市なのですが、個人的にはそれを

さらに㐳るもう一つの思い出深いできごとがあ

ります。それは 2013 年から 2016 年にかけて、

ẖ年 1 ᅇずつ඲ 4 ᅇにわたって開催されてきた

komichi market というイ࣋ントです 31）。これ

は三重県内で人気のある࢙࢝ࣇや㞧㈌ᗑなどが

㞟まり、㡢ᴦのࣛイブ演ዌなどとともに実施さ

れてきた࣐ル࢙ࢩです。ึᅇから➨ 3 ᅇまでは

ࣛブリバー公ᅬ（伊勢市）で、➨ 4 ᅇはᪧ㫽⩚

ᑠ学校校ᗞ（㫽⩚市）が会ሙとなっていました。 
ึᅇ（2013 年 11 月）の komichi market では

私はあくまでも᮶ሙ⪅の❧ሙで㈙い≀をᴦしん

でいたのですが、➨ 2 ᅇ（2014 年 4 月）が開催

されたときには、イ࣋ント୺催⪅の一人である

quark+grenier という࢙࢝ࣇのオーナー࣭ከ㈡

῟一さんにおኌがけをいただき、関係⪅の一人

としてᑠさな古本屋を出ᗑすることになりまし

た。大学教員という本業は᫂かさず、屋ྕとして

BUKVARNA（ブクࣦ࢓ルナ）と名஌りました。

このおᗑの名๓は、スロ࣋ニア⁫在中にゼれた

リࣗブリࣕナ市内の㔞り኎りの古本屋さんの名

⛠をお೉りしたものです。出ᗑのタイ࣑ンࢢと

しては 2014 年 6 月の࣍ンࢷࢶキや 2015 年 10
月の伊勢Ἑᓮ一箱古本市を開催するよりも᪩く、

࣐ル࢙ࢩで古本を኎るということのおもしろさ

を私はこのとき個人的に体験していたのです。 
私はこのときまで古本㈍኎などにまったく関

わっていなかったわけなので、内἟᫴ኴ㑻さん

が 2009 年に書かれたࠗ 本の未᮶をつくる௙事㸭

௙事の未᮶をつくる本（࠘ᮅ᪥新⪺出∧）や、2013
年のࠗ本の㏫く （࠘ᮅ᪥出∧♫）をཧ考にして、

኎り≀となる古本を‽ഛしました。三重県内で

もよりすぐりの人気ᗑが㞟まるなかに⣲人の私

が㢦を出すのは⥭ᙇもしましたし、‽ഛも大変

なところはあったのですが、出ᗑഃとしてཧຍ

してみたのはとてもᴦしかったですࡡ。出ᗑ‽

ഛでは、古本屋ࡱらんのዟ村さんにもご協ຊを

いただきました。このときの経験は、後に୺催࣭

㐠Ⴀഃとして関わることになる伊勢Ἑᓮ一箱古

本市やブックピクニックの取組みにもつながっ
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てくることになります。komichi market に出ᗑ

したのはこのときの 1 ᅇ限りでしたが、私をイ

࣋ントの௰間に入れてくださったከ㈡さんのお

ኌがけはとてもありがたかったです。 
അ↛にも 2019 年は、඲国図書館大会が三重県

で開催されるというタイ࣑ンࢢにもなっていま

した。このときに三重県❧図書館の⫋員さんが

ブックピクニックにὀ目してくださり、඲国図

書館大会の公共図書館分科会のࢸー࣐にしてく

ださいました。ブックピクニックの関係⪅とし

て、皇學館大学から私とその当時のࡩみくら೜

ᴦ部の 4 代目部長の三ᮌᙬⰼさん㸭5 代目部長

の岡村┿⾰さんがⓏቭすることになりました。

そのほか、少ዪまんが館TAKI 1735のᚿ村さん、

ከ気町❧勢࿴図書館の㧘ᶫ┤子さん、ᑿ㮖市に

あるトン࢞ᆏ文ᗜの㇏田ᐂஓさんと本⃝⤖香さ

んがࢿࣃリストとしてቭ上に上がっています。

コーディࢿーターは三重県❧図書館の長ஂဴ平

さんにົめていただきました。ブックピクニッ

クを当ึ௻⏬したときには、まさか඲国図書館

大会で事౛Ⓨ⾲することになるとは思いません

でしたが、こうして඲国的にもὀ目されるよう

な取組みへと⫱っていったのは、ご協ຊ࣭ ご᮶ሙ

いただいたたくさんの人たちのおかげです。 
伊勢Ἑᓮ一箱古本市と同様に、ブックピクニ

ックも COVID-19 のᙳ㡪を考えて 2020 年と

2021 年は開催を見合わせました。こちらもでき

れば継続的に開催したかったところですが、

COVID-19 が཰まればまたືき出してみたいイ

࣋ントの一つです。また、඲国図書館大会は 100
年௨上のṔྐがあるなかでึめての三重県開催

ということだったので、そのときに三重県内で

௙事をしていたことはとてもタイ࣑ンࢢがⰋか

ったと思います。 
 

�. ᅗ᭩㤋⥲ྜᒎ࡜Ꮫ⏕༠ാ 

� Ꮫ⏕༠ാ࡜೜ᴦ㒊ࡽࡃࡳࡩ 1.

2016 年 2 月ᮎに、ࡩみくら೜ᴦ部という皇學

館大学㝃ᒓ図書館の学生協働ᅋ体を設❧するこ

とになりました。その当時に 3 年生だった私の

かりさんが中心となって設❧にࡦ生の岡野࣑ࢮ

ືき出したものです。ࡦかりさんは 2015 年の⛅

にᶓ὾で開催された図書館総合ᒎに自୺的に᮶

ሙしており、௚大学の取組みから学生協働とい

うάືを▱ったようで、4 年生に学年が上がる┤

๓という時ᮇに自らメンバーを㞟め、図書館⫋

員さんと一⥴になって学生協働ᅋ体を❧ち上げ

ました。教員や⫋員が୺ᑟするᙧではなく、学生

自身が自୺的に図書館総合ᒎにཧຍしたところ

からືき出したことが≉ᚩ的だと思います。 
皇學館大学㝃ᒓ図書館ࡩみくら೜ᴦ部は、඲

国ྛ地の௚大学の大学図書館のື向とẚ࡭ると、

タイ࣑ンࢢ的には周ᅇ㐜れで始まった学生協働

ᅋ体です。それでも㐠がⰋいことに、この年の⛅

から඲国学生協働࣑ࢧットというイ࣋ントが図

書館総合ᒎの࢛ࣇー࣒ࣛとして開始され、それ

にཧຍしたことでάືにᙎみがつくᙧになりま

した。ࡩみくら೜ᴦ部はᅋ体設❧からわずか༙

年後にもかかわらず、このึᅇの඲国学生協働

ットで事౛報࿌をするᶵ会をいただくこと࣑ࢧ

ができたのです。卒業ㄽ文でᛁしいはずの 4 年

生の⛅という時ᮇでしたが、ࡦかりさんは๰設

⪅かつึ代部長として、඲国学生協働࣑ࢧット

の⯙ྎに❧って報࿌を行いました。άືが始ま

ってから 9 か月後には部長を後㍮にㆡることに

なりましたが、卒業間㝿の 2016 年 12 月いっࡥ

いまでそのᙺ目を担ってくれました。ほかの大

学の事౛報࿌を⪺いてみれば、10 年くらいのά

ື実⦼をᣢつᅋ体もあるわけなので、➨ 1 ᅇ目

の඲国学生協働࣑ࢧットの時Ⅼでは、άື開始

からわずかに༙年という実⦼では、άື内ᐜの

⵳✚というⅬでは᫂らかに少なかったわけです。

しかし、上に書いた伊勢Ἑᓮ一箱古本市やウィ

キペディアタウン伊勢など、᪩いẁ㝵から学እ

へと✚ᴟ的に出向いていく学生協働というスタ

イルができ上がっていたことは඲国的にも⌋し

かったようで、ᚑ᮶の学生協働のイメーࢪが変

わったというዲព的な感᝿をいただきました。 
みくら೜ᴦ部による学生協働の取組みにつࡩ

いては、ẖ年⛅の඲国学生協働࣑ࢧットでⓎ⾲
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を行っています。2016 年は岡野ࡦかりさん（ึ

代部長）、2018 年は三ᮌᙬⰼさん（4 代目部長）、

2019 年は岡村┿⾰さん（5 代目部長）、COVID-
19 のᙳ㡪でオンࣛイン開催となった 2020 年は

市川᱈子さん（6 代目部長）、2021 年はᑿᓮ⸅さ

ん（7 代目部長）࣭ ᡴ田ᴁⱳさん࣭㇂川ዉ✑さん࣭

山本᭸ዉさんの 4 名というように、⫈⾗ཧຍの

みだった 2017 年௨እは、そのときの部長を中心

として✚ᴟ的にⓎ⾲を行ってきました。また、ẖ

年 9 月に行われる学生協働࢙ࣇスタ in 東海で

も、2017 年はᆤ஭あみさん（2 代目部長）と中

஭⨾月さん（3 代目部長）の 2 名、2018 年は中

஭さん࣭ᑿᓮななみさん࣭Ἑ野ள⨾さんの 3 名

でࢮࣞࣉンを行っています。2019 年の開催時に

はみんなで࣏スターⓎ⾲を行ってきました。 
みくら೜ᴦ部のάືについて、4ࡩ 代目部長の

三ᮌさんが「学生協働の取り組みは学生࣭⫋員࣭

教員の間でどのように㐪って見えているのか㸸

皇學館大学㝃ᒓ図書館ࡩみくら೜ᴦ部の 4 年間

を事౛として」という文❶を卒業๓にまとめて

くれました 32）。2016 年 2 月ᮎにάືを開始し

たࡩみくら೜ᴦ部の❧ち上げは、三ᮌさんが入

学する┤๓のできごとになります。つまり三ᮌ

さんは 1 年生の始めから 4 年間を通ࡌてࡩみく

ら೜ᴦ部に在⡠したึめての学年であり、また、

3 学年㐪いとなるึ代部長のࡦかりさんの在学

中の姿を▱っている᭱後のୡ代にもなります。

三ᮌさんが卒業することで、᭱ึᮇのάືの様

子を▱る学生はいなくなりましたが、それでも

学生協働ᅋ体としては先㍮から後㍮の学生へと

継ᢎされていきます。ࡩみくら೜ᴦ部のึᮇか

らのάື≧ἣについて、三ᮌさんが文❶にṧし

ておいてくれてほんとうにⰋかったと思います。 
私自身は㢳ၥ教員としてࡩみくら೜ᴦ部に関

わっておりますが、それは学生たちのάືに教

わるᶵ会がቑえてきたということでもあります。

2019 年 6 月には「大学図書館における学生協働

とはఱか」というㄽ文をⓎ⾲したこともあって、

この頃には学生協働というࢸー࣐について語る

ᶵ会がずいࡪんとቑえてきました 33）。これは඲

国ྛ地の事౛をཧ考にした部分もከいのですが、

ఱよりもᬑẁから学生協働とはఱをするのかと

いうことを一⥴になって考え、実㊶してくれて

いるࡩみくら೜ᴦ部の学生たちのおかげです。 
 

�.� ᅗ᭩㤋⥲ྜᒎࡢ࡬ཧຍ 

2013 年 5 月に図書館総合ᒎ࢛ࣇー࣒ࣛ 2013 
in 伊勢にⓏቭした流れで、同年⛅の図書館総合

ᒎにおいて私は個人でブースを出ᒎすることに

なりました。しかし、個人での出ᒎとなるので、

ブースで取り上げるࢿタを十分に用ពすること

はできません。ⱞし⣮れに⤠り出したアイデア

が、伊勢での図書館総合ᒎでヰしたことのᘏ長

となるᙧで「地域㈨ᩱとしての㣗文໬」というษ

りཱྀから伊勢うどんについて語ることでした。

そのなかの௻⏬として実施した「伊勢うどんᑐ

ㄯ」では、コ࣒ࣛニスト㸭伊勢うどん大౑の▼ཎ

ኊ一㑻さんのおୡヰになりました。2013 年は▼

ཎさんがࠗ 伊勢うどん඲国制ぞへの㐨㸸㣗࡭るࣃ

࣡ース࣏ット （࠘ᢇ᱓♫）を出∧され、伊勢うど

ん཭の会のάືをάⓎ໬させ始めていた頃でし

たので、図書館総合ᒎで伊勢うどんのヰをする

のにちょうどⰋいタイ࣑ンࢢだったと思います。 
また、ブース出ᒎに㝿しては三重県在住のイ

ࣛストࣞーターの本城まい子さんとࣁッ࣎ࣛࢳ

（ὠ市）のᏳ部さんにࢢッࢬ制作の面でከ大なご

協ຊをいただきました。そして伊勢Ἑᓮのࣔナ

リࢨという࢙࢝ࣇの中㇂Ṋ司さんとᶫ本ゆきさ

んには、伊勢うどんの‽ഛでおୡヰになりまし

た。その当時の࣑ࢮ生たちもఱ人かが自୺的に

図書館総合ᒎにཧຍしてくれていて、私のブー

スにも交代で常㥔してくれました。ࡩみくら೜

ᴦ部の๰設๓から学生たちが当たり๓のように

図書館総合ᒎにཧຍしていたのは、この 2013 年

のときのブース出ᒎも大事な過程の一つになっ

ています。図書館総合ᒎにཧຍするという流れ

はこのときに始まり、先㍮学生から後㍮学生へ

と受け継がれていきます。2015 年にࡦかりさん

たちがࡩみくら೜ᴦ部を設❧するきっかけをつ

かんだのも、そういう先㍮学生たちの᣺る⯙い
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に学んだことが大きかったのだと思います。 
学生たち自身が୺体的に図書館総合ᒎにཧຍ

したところから始まったࡩみくら೜ᴦ部の事౛

のように、学びと交流が㐍んでいくሙとして、図

書館総合ᒎには✚ᴟ的にཧຍしてほしいと思っ

ています。඲国学生協働࣑ࢧットのཧຍだけに

␃まらず、2019 年当時に学部 3 年生だった岡村

┿⾰さんは図書館総合ᒎの࣑ニ࢛ࣇー࣒ࣛとし

て「ᡭရを図書館に㸟」を、学部 4 年生になっ

た 2020 年の図書館総合ではオンࣛイン࢛ࣇー

࣒ࣛとして「図書館とᡭရ㈨ᩱをつなぐ」を個人

で実施していました。図書館総合ᒎの出ᒎ⪅は

そのከくがᅋ体としての࢚ントリーになってい

ると思いますが、現ᙺの学部学生が個人として

ー࣒ࣛを開催するというのは、図書館総合࢛ࣇ

ᒎのṔྐのなかでも┦当⌋しい事౛だと思いま

す。2 年㐃続となる岡村さんの௻⏬には私も事๓

に┦ㄯにはのっていましたが、その内ᐜは岡村

さん自身が自୺的に㐍めていったものです。こ

のᒎ開には࣑ࢮのᣦᑟ教員として᥋していた私

もとても㦫かされました。ᣦᑟ教員の❧ሙでは

ありましたが、私自身もあくまでも一人の⫈⾗

として岡村さんのヰをᴦしく⪺いていました。 
2013 年のブース出ᒎの頃をᅇ᝿してみると、

その当時は教え子の学生たちが図書館総合ᒎに

ཧຍするようになっただけでも大きな変໬だと

感ࡌていましたが、2015 年にはࡩみくら೜ᴦ部

設❧のきっかけをつかんでくるようになったり、

そういった先㍮学生がษり開いてきた㐨をたど

ることで、2016 年௨㝆は඲国学生協働࣑ࢧット

へのཧຍとつながったりするというᒎ開になり

ます。学生たちが図書館総合ᒎにཧຍすること

が当たり๓のようになり、たくさんのことをそ

こから学び始めた教え子たちの姿は見ていてと

ても㢗もしかったです。2012 年までの私は図書

館総合ᒎにཧຍしていても࢛ࣇー࣒ࣛへのⓏ

ቭ࣭⫈講やブース見学だけで‶㊊していました

が、2013 年௨㝆になると、自㈝でᶓ὾までやっ

てきて図書館総合ᒎというሙで学び始めた学生

たちを、いかにして図書館関係⪅や図書館関係

௻業とつなげていくのかを考えるようになりま

した。これは 2014 年からẖ年のように「図書館

総合ᒎにおける学生のためのᒎ♧ブースࢶアー」

を௻⏬されている図書館総合ᒎ㐠Ⴀጤ員会のみ

なさまや、඲国学生協働࣑ࢧットの௻⏬࣭ 㐠Ⴀに

長く関わっていらっしࡷる᪥向Ⰻ࿴さん（㒔␃

文科大学）、野ᮎಇẚ古さん（㟷山学㝔大学）、今

஭⚟司さん（ⓑⓒ合ዪ子大学）たちのおかげでも

あります 34）。こういった学生たちの図書館総合

ᒎへのཧຍのព義については、2017 年に「図書

館総合ᒎを学生たちの学びと交流のሙに㸸皇學

館大学の事౛から」という文❶にまとめていま

すのでよろしければそちらもご☜ㄆください 35）。 
 

 にࡾࢃ࠾ .�1

今ᅇの誌上講演会では、私自身のこれまでの

Ṍみを᣺り㏉るように長々と自分語りをしてし

まいました。大学㝔生だった頃は書誌や文学館

といったキー࣡ーࢻを用いて文学㈨ᩱのಖᏑや

ά用などのၥ㢟を考えてきましたが、ここ数年

はより大きなどⅬから私たちの書≀文໬࣭地域

文໬について考えることがቑえています。ビブ

リオバトル、Library of the Year、ウィキペディ

アタウン、学生協働などは、༢に「どうやって本

をㄞむのか」というၥ㢟だけではなくて、私たち

が「どうやって本に出会っているのか」、あるい

は「本をㄞめる⎔ቃとはどういうものか」などの

ၥ㢟について考えたいということでもあります。 
本に出会うということは⡆༢なことのように

思えながらも、その人が住んでいる⎔ቃとか周

りの人たちとの関係にᕥྑされる部分がとても

大きいと感ࡌています。そのためにはそれࡒれ

の地域における図書館や学校教⫱のことを考え

なければなりません。私たちがᬽらす地域の文

໬やṔྐの✚み重ࡡにも関心をᣢたなければな

りません。そしてまた、ㄞ書やㄞ⪅といったࢸー

࣐についても考え続けなければなりません。 
ෑ㢌の身の上ヰにおいて、幼少ᮇに公共図書

館を利用する⩦័がなかったと㏙࡭ましたが、

私が௨上のような考えに⮳ったのは、そもそも
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ᡂ長の過程で公共図書館というものを実㝿に経

験するᶵ会がなかったというような、自分の⫱

ってきた⎔ቃのᙳ㡪がᙉかったのではないかと

思っています。私にとっての公共図書館は自ら

が「つかう」ものではなく、あくまでも図書館に

ついて「考える」ᑐ㇟として見えていたというこ

とです。私自身は公共図書館を⩦័的に利用す

るというཎ風景をほぼᣢっていませんが、それ

はあくまでも子供の頃に利用⪅としては関わる

ᶵ会をᣢてなかったというだけのヰです。幼少

ᮇのㄞ書⎔ቃが十分ではなかったために、大人

になった私はかえってㄞ書やㄞ⪅のၥ㢟に関心

が向くようになったようにも思うのです。 
ビブリオバトルでほかのㄡかにᑐして本をす

すめるゝⴥを⣳いだり、Library of the Year に

よって図書館のⰋいところをゝ語໬したり、一

箱古本市で人と人とが古本を介して語り合う様

子を═めたりしていると、身近なところに公共

図書館がなかった幼少ᮇの自分の置かれた⎔ቃ

を思い出します。そういう⎔ቃに⫱ったことは、

⤖ᯝ的に「図書館とはఱか」「本とはఱか」「ㄞ書

とはఱか」というၥいかけについて、私自身が継

続的に㏣いồめている現在の関心㡿域へとつな

がっているように思います。そういった興味関

心のきっかけを୚えてくれたみなさまには、ᨵ

めて感ㅰのゝⴥを申し上げます。図書館情報学

を通して出会った図書館というもののすばらし

さやその㨩ຊについて、これからもその◊✲⪅

の一人として考え続けてみたいと思っています。 
 

㹙ཧ⪃࣭ᘬ⏝ᩥ⊩㹛 

1) ᪧ東村❧図書館が合併によって稲敷市❧図書館に

なったため、現在では見かけ上は図書館未設置自治

体ではありませんが、実ែとしてはᪧ新利根町には

公Ẹ館図書ᐊのみがᩚഛされている≧ἣです。 

2) ᭷川先生はその後に司ἲヨ験に合᱁され、現在は᭷

川ἲᚊ事ົᡤを開業されています。 

3) 岡野裕行㸬᪥本近代文学◊✲における文学館のᙺ

๭㸸「඲国文学館協㆟会」ຍ┕文学館のⓎ行≀を中心

に㸬筑波大学（༤ኈㄽ文）㸪2006-06㸬<http://hdl. 

handle.net/2241/91435>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

4) アート࣭ࢻキࣗメンࢸーࣙࢩン学会㸬➨ 8 ᅇ野上⣫

子グᛕアート࣭ࢻキࣗメンࢸーࣙࢩン学会㈹࣭同᥎

㐍㈹受㈹⪅㸬2014-06㸬<http://www.jads.org/award/ 

NOGAMI2014.pdf>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

5) 岡本┿㸪大向一㍤㸬ࣛ イトニンࢢトークとࣃブでの

❧㣗ࣃーࢸィーによるコࣛ࣎ࣞーࣙࢩンಁ㐍のヨ

み㸬人ᕤ▱⬟学会඲国大会ㄽ文㞟㸬JSAI2010㸪2010㸬 

<https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2010.0_1G3O 

S104>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

6) 図書館ྐຮᙉ会@関す 関す文⬦の会㸬➨ 11 ᅇຮᙉ

会（2012 年 2 月 26 ᪥）報࿌㸬2012-02-28㸬 

<http://toshokanshi-w.blogspot.com/2012/02/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

7) బ⸨⩧㸬➨ 1 ᅇ ARG トーク㸬ࢢでࣛイトニン࢙ࣇ࢝

かたつむりは㟁子図書館のክをみるか（はてなブロ

 .㸬2008-06-29㸬<https://min2-fly.hatenablog（∧ࢢ

com/entry/20080629/1214763775> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

8) బ⸨⩧㸬岡本さん᮶筑㸤農ᯘỈ⏘◊✲ィ⟬ࢭンター、

農ᯘỈ⏘◊✲情報ࢭンターゼၥ㸬かたつむりは㟁子

図書館のክをみるか（はてなブロࢢ∧）㸬2008-05-04㸬

<https://min2-fly.hatenablog.com/entry/20080504/ 

1209852805>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

9) బ⸨⩧㸬え、これ本当に山本㡰一教ᤵ㸽㸬かたつむ

りは㟁子図書館のክをみるか（はてなブロࢢ∧）㸬

2007-05-25㸬 

<https://min2-fly.hatenablog.com/entry/20070525/ 

1180110828>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

10) 岡野裕行㸬文学館◊✲会㸬2019-10-25㸬 

<https://sites.google.com/view/literarymuseum/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

11) 岡野裕行㸬「図書館としての文学館」ヨㄽ㸸文学館

◊✲の☜❧とウ࢙ブのά用ᵓ᝿㸬ACADEMIC 

RESOURCE GUIDE (ARG)㸬no.363㸪2009-02-24㸬 

<https://researchmap.jp/okano/misc/208778> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

12) 田村ಇ作㸬͆ Library of the Year㸸Ⰻい図書館をⰋ

いとゝう 㸬͇࢝ࣞントアウ࢙アࢿス㸬no.297㸪2008-

09-20㸬<https://current.ndl.go.jp/ca1669> 
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（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

13) ༤ኈ後ᮇ課程に㐍学したタイ࣑ンࢢで図書館情報

大学から筑波大学の名義に変わっています。 

14) 2010年 6月 27᪥௜の௨下の஧つのࢶイートより㸬 

<https://twitter.com/yuki_o/status/17139945663> 

<https://twitter.com/yuki_o/status/17140397534> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

15) ビブリオバトルᬑཬጤ員会ⴭ㸬“皇學館大学におけ

るビブリオバトルのᑟ入とᒎ開”㸬ビブリオバトル入

㛛㸸本を通して人を▱る࣭人を通して本を▱る㸬情

報科学ᢏ⾡協会㸪2013㸪p.32-36㸬 

16) 岡野裕行㸪Ἑ野ள⨾㸬三重県における高校生ビブ

リオバトルのཧຍഃとᬑཬഃの❧ሙから見てきた

こと㸬図書館⏺㸬vol.72㸪no.3㸪2020㸪p.125-133㸬 

<https://doi.org/10.20628/toshokankai.72.3_125> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

17) 皇學館௻⏬部㸬“ビブロࣇィリアⓎ㉳人のຍ⸨ඃさ

んႠむ「本屋 ᩓ⟇舎」は 5 年目に”㸬皇學館学ᅬ報㸬

no.89㸪2021-12㸪p.8㸬<https://www.kogakkan-u.ac. 

jp/cms/assets/files/md6162_1.pdf> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

18) ビブリオバトルᬑཬጤ員会㸬Bibliobattle of the 

Year 2021㸬2021㸬<https://bibliobattle-award2021. 

mystrikingly.com>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

19) IRI ▱的㈨※イニࢩアࢸィブ㸬Library of the Year 

2012㸬2012㸬<https://www.iri-net.org/loy/loy2012/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

20) ㇂ཱྀᛅ大㸬“大㈹受㈹のコメント”㸬Library of the 

Year 2012㸬2012㸬<https://www.iri-net.org/loy/loy 

2012/#comment>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

21) ビブリオバトルᬑཬጤ員会㸬ビブ人名㚷㸬2020-㸬

<https://note.com/com_bibliobattle/m/mc7d1db18

025b>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

22) 伊勢Ἑᓮ一箱古本市実行ጤ員会㸬伊勢Ἑᓮ一箱古

本市㸬<https://sites.google.com/site/hitohakoise/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

23) ࢝ࣛスブックス㸬࣍ンࢷࢶキ㸬2014㸬 

<https://www.kalasbook.com/form/event.html> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

24) nijiiro㸬<https://www.nijiiro-7.com/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

25) す屋┿司㸬ㄡかの౑࿨感㸬kalas㸬no.28㸪2016-04㸪

p.15㸬 

26) ⇃野古㐨一箱古本市実行ጤ員会㸬⇃野古㐨一箱古

本市㸬<https://kumanokodo1hako.jimdofree.com/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07） 

27) ᑠᯘᕑ生㸬ウィキペディアを通ࡌてわがまちを▱

る㸬࣐  .ン⯟㸬2015-05-07㸬<https://magazine-kࢪ࢞

jp/2015/05/07/making-wikipediatown/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

28) 三重県⎔ቃ生ά部文໬᣺興課ᣐⅬ㐃ᦠ⌜㸬伊勢ࡪ

らり㸬<https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/77351034 

756.htm>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

29) 田ཎ市❧中ኸ図書館㸬おᩓṌ㹣本㸬2013-03㸬 

<http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/ 

info/osanpo_ehon.html>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

30) IRI ▱的㈨※イニࢩアࢸィブ㸬Library of the Year 

2017㸬2017㸬<https://www.iri-net.org/loy/loy2017/> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

31) komichi market 㸬 <https://www.facebook.com/ 

KomichiMarket/>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

32) 岡野裕行㸪஭上┿⨾㸪三ᮌᙬⰼ㸬学生協働の取り

組みは学生࣭⫋員࣭教員の間でどのように㐪って見

えているのか㸸皇學館大学㝃ᒓ図書館ࡩみくら೜ᴦ

部の 4 年間を事౛として㸬図書館⏺㸬vol.71㸪no.5㸪

2020㸪p.288-293㸬<https://doi.org/10.20628/tosho 

kankai.71.5_288>（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

33) 岡野裕行㸬大学図書館における学生協働とはఱか㸬

情報メディア◊✲㸬vol.18㸪no.1㸪2019㸪p.29-40㸬

<https://doi.org/10.11304/jims.18.29> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

34) 今஭⚟司㸬͆図書館総合ᒎにおける学生のためのᒎ

♧ブースࢶアー 㸬͇࢝ ࣞントアウ࢙アࢿス㸬no.321㸪

2017-03-09㸬<https://current.ndl.go.jp/e1893> 

（᭱⤊☜ㄆ 2022-02-07）㸬 

35) 岡野裕行㸬図書館総合ᒎを学生たちの学びと交流

のሙに㸸皇學館大学の事౛から㸬図書館㞧誌㸬vol.111㸪

no.2㸪2017㸪p.84-85㸬 
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も
っ
と
遠
く
を
！ 

三
年
Ａ
組
担
任 

 

有
川 

保

 
も
っ
と
遠
く
を
見
て
ほ
し
い
。
君
た
ち
自
身
の
将
来
な
の
だ
か
ら
。
目
前
の
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
で
、
一
生
の
う
ち
絶
対

に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
姿
は
美
し
い
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

十
代
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、
遠
く
を
見
据
え
る

こ
と
じ
ゃ
な
い
の
か
。 

大
学
入
試
、
こ
れ
は
一
生
を
左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
は
た
し
か
だ
。
遠
く
を
見
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
も
い
え
よ
う
。
で
も
、
高

校
の
勉
強
を
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
費
や
し
た
人
が
、
あ
ま
り
に
多
い
よ
う
だ
。 

数
学
は
受
験
に
い
ら
な
い
か
ら
や
ら
な
い
、
理
科
も
い
ら
な
い
、
社
会
も
い
ら

な
い
、
な
ん
て
こ
と
ば
か
り
。
文
系
だ
か
ら
数
学
な
ん
て
四
則
演
算
だ
け
で
い
い
、

理
科
な
ん
か
知
っ
た
こ
と
か
。
理
系
だ
か
ら
、
社
会
な
ん
て
わ
か
ら
な
く
て
い
い
、

国
語
な
ん
か
読
め
て
話
せ
り
ゃ
い
い
ん
だ
。
こ
ん
な
輩
が
多
い
。
教
員
が
そ
ん
な

雰
囲
気
の
顔
を
し
て
い
る
こ
と
も
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
不
幸
な
こ
と

で
あ
る
が
、
現
在
の
教
育
界
と
そ
れ
を
取
り
ま
く
状
況
か
ら
、
ど
う
し
て
も
目
先

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
仕
方
な
い
こ
と
で
、
あ
や
ま
る
し
か
な
い
。
さ
ら
に
不

幸
な
こ
と
は
、
君
た
ち
の
御
両
親
で
す
ら
、
十
年
後
、
二
十
年
後
の
職
業
は
考
え

て
い
て
く
れ
て
も
、
生
き
方
ま
で
考
え
て
く
れ
る
の
は
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
も
仕
方
な
い
こ
と
だ
。
し
か
し
最
大
の
不
幸
は
君
た
ち
自
身
に
そ
う
い
っ
た
将

来
を
考
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
な
の
だ
。
考
え
て
み
れ
ば

小
学
校
以
来
、
よ
い
高
校
、
よ
い
大
学
、
よ
い
会
社
、
と
い
う
レ
ー
ル
を
走
れ
と

い
わ
れ
て
が
ん
ば
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
か
ら
仕
方
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
そ
の
呪
縛
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
解
き
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

受
験
に
い
ら
な
い
か
ら
や
ら
な
か
っ
た
勉
強
を
や
っ
て
み
る
の
だ
。
文
系
だ

か
ら
こ
そ
、
理
系
的
思
考
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
広
く
も
の
ご
と
を
考
察
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
自
分
を
生
か
す
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
理
系
に
こ
そ
哲
学
が
必
要
だ
し
、
人
間
に
つ
い
て
の
深
い
考
察
が
必
要
な

の
だ
。
歴
史
の
深
い
認
識
が
絶
対
必
要
な
の
だ
。 

大
学
に
入
れ
ば
色
々
な
勉
強
が
で
き
る
。
今
ま
で
入
試
に
必
要
な
い
か
ら

と
、
避
け
て
き
た
分
野
の
勉
強
が
で
き
る
。
文
系
の
人
な
ら
数
学
や
理
科
を
や

っ
て
み
る
の
だ
。
必
ず
有
益
な
知
識
、
考
え
方
、
物
の
見
方
が
身
に
つ
く
は
ず

だ
。
理
系
の
人
は
、
社
会
、
特
に
歴
史
と
哲
学
を
や
る
と
よ
い
。
一
流
の
研
究

者
と
な
っ
た
と
き
、
必
ず
超
一
流
に
引
き
上
げ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
ま
た
、「
哲

学
的
裏
付
け
」
を
要
求
さ
れ
る
の
が
理
系
な
の
で
あ
る
。 

高
校
時
代
に
精
神
的
近
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
興
味
が
な
い
と
一
言
の
下

に
退
け
て
し
ま
う
人
が
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
人
は
そ
こ
ま
で
の
人
な
の

だ
。
高
校
で
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
分
、
苦
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
ん
で
夢
中
に
な
っ
た
と
き
、
幅
広
い
知
識
が
君
た
ち
を

救
っ
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
の
点
で
一
歩
遅
れ
て
い
る
君
達
は
、
遠
く
を
し
っ
か

り
見
据
え
、
受
験
な
ん
て
い
う
レ
ベ
ル
の
低
い
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
人
生
に

何
が
必
要
か
、
わ
か
ら
な
け
れ
ば
逆
に
す
べ
て
が
必
要
だ
と
考
え
て
、
視
野
狭

窄
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
大
学
時
代
を
逃

せ
ば
多
く
の
人
は
精
神
的
弾
力
性
を
失
っ
て
し
ま
う
。
遠
く
を
見
て
力
を
蓄
え

る
の
は
今
し
か
な
い
の
だ
。
高
校
時
代
の
分
を
取
り
戻
す
の
だ
、
遠
い
将
来
ま

で
見
据
え
て
。
も
っ
と
遠
く
を
。 

※
茨
城
県
立
竜
ヶ
崎
第
一
高
等
学
校
生
徒
会
「
白
幡
」
編
集
委
員
会
編 

『
白
幡
（
平
成
七
年
度
版
）
』（
一
九
九
六
年
三
月
、
九
三
〜
九
四
ペ
ー
ジ
）

よ
り
転
載
。 
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